
香
樹
院
の
草
創
と
江
戸
期
の
大
運
寺
（
川
口
）

129─　   ─

一
、
香
樹
院
の
草
創
と
歴
住
の
活
動

　
大
運
寺
（
名
古
屋
市
瑞
穂
区
十
六
町
）
の
草
創
は
、
十
一
世
素
朴

玄
暉
が
昭
和
十
九
年
九
月
に
現
在
地
へ
移
転
し
た
本
堂
の
棟
札
に
、

　
　
天
文
二
年
八
月
香
山
潢
公
和
尚
大
悲
山
香
樹
院
ヲ
建
立
セ
シ
モ

建
築
物
ノ
記
録
不
明
也

　
　
後
チ
正
徳
二
壬
辰
年
香
樹
院
三
世
龍
源
香
澤
和
尚
ノ
時
當
本
堂

ヲ
建
立
ス
（
本
堂
ノ
梁
ニ
僅
カ
ニ
記
シ
ア
リ
キ
）

と
略
歴
を
記
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
八
月
に
香
山
潢
公
が

建
立
し
た
も
の
で
、
初
め
大
悲
山
香
樹
院
と
称
し
た
。
た
だ
し
、
当

時
の
建
物
な
ど
に
関
す
る
記
録
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
、
正
徳
二

年
（
一
七
一
二
）
に
三
世
龍
源
香
澤
が
本
堂
を
建
立
し
て
お
り
、
本

堂
の
梁
に
僅
か
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
昭
和
三
十
四
年
九
月
の
伊
勢
湾
台
風
で
倒
壊
し

た
大
運
寺
の
旧
本
堂
が
香
澤
の
建
立
し
た
本
堂
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
実
質
の
草
創
開
山
は
香
山
潢
公
で
あ
る

が
、
香
山
は
師
で
あ
る
法
持
寺
（
名
古
屋
市
熱
田
区
白
鳥
）
三
世
の

月
洲
瑞
香
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
香
山
は
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）

に
創
建
さ
れ
た
法
持
寺
塔
頭
の
太
虚
）
1
（

院
の
住
持
で
あ
り
、
香
樹
院
を

開
く
ま
で
は
太
虚
院
に
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
師
の
月
洲
を
勧
請
し

た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
香
山
は
光
明
院
（
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
）
の
平
僧
地
時

代
の
二
世
で
も
あ
る
。
光
明
院
は
「
由
緒
）
2
（
書
」
に
よ
る
と
大
永
年
中

香
樹
院
の
草
創
と
江
戸
期
の
大
運
寺

川
　
　
口
　
　
高
　
　
風
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（
一
五
二
一

－

二
七
）
に
香
林
宗
蕚
が
清
須
（
現
在
の
清
須
市
）
に

開
創
し
た
寺
院
で
、
香
樹
院
と
同
じ
く
法
持
寺
三
世
月
洲
瑞
香
が
開

山
に
勧
請
さ
れ
て
い
る
。
二
世
は
香
山
寅

（
マ
マ
）公
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、
開
創
の
香
林
宗
蕚
も
月
洲
瑞
香
の
弟
子
と
思
わ
れ
、
香
林

宗
蕚
と
香
山
寅（
潢
）公
は
兄
弟
弟
子
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
香
樹
院
も
光
明
院
と
同
じ
清
須
に
所
在
し
た
寺
院

と
考
え
ら
れ
、
清
須
越
の
寺
院
で
あ
っ
た
。
安
藤
準
成
『
名
古
屋

案
内
記
金

城
寺
院
宝
鑑
』（
大
正
四
年
四
月
　
名
古
屋
案
内
新
聞
社
）
所
収
の

「
名
古
屋
市
寺
院
設
立
年
度
一
覧
表
」
に
よ
れ
ば
、
慶
長
九
年
（
一

六
〇
四
）
か
ら
同
十
八
年
（
一
六
一
三
）
の
間
に
香
樹
院
も
光
明
院

も
名
古
屋
城
下
へ
移
転
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
清
須

時
代
に
所
在
し
た
場
所
は
、
両
寺
と
も
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。

　
草
創
開
山
月
洲
は
、
そ
の
他
に
洞
仙
寺
（
名
古
屋
市
中
区
伊
勢

山
）
の
草
創
開
山
で
も
あ
る
。
洞
仙
寺
の
草
創
は
尾
張
守
護
斯
波
義

健
の
嫡
男
千
代
松
丸
（
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
七
月
六
日
没
）
が

出
家
し
て
玉
泉
玄
珠
と
称
し
た
。
そ
の
玉
泉
が
文
明
十
二
年
（
一
四

八
〇
）
に
一
宇
を
建
立
し
て
玉
泉
庵
と
称
し
た
が
、
明
応
年
間
（
一

四
九
二

－
一
五
〇
一
）
に
無
本
寺
の
寺
院
は
許
さ
れ
な
い
触
が
出
た

こ
と
に
よ
り
、
二
代
喜
翁
秀
頓
は
法
持
寺
に
依
頼
し
そ
の
末
寺
と

な
っ
て
い
る
。
当
時
の
法
持
寺
住
持
が
月
洲
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら

開
山
に
迎
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
に
は

現
在
の
瑞
雲
山
洞
仙
寺
と
改
め
ら
れ
た
が
、
平
僧
地
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
蜜
伝
心
宗
（
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
四
月
十
五
日
示
寂
）

が
法
地
と
な
し
て
庫
院
を
建
立
し
）
3
（
た
。

　
こ
の
よ
う
に
月
洲
は
香
樹
院
、
光
明
院
、
洞
仙
寺
に
迎
え
ら
れ
て

開
山
と
な
っ
て
い
る
が
、
法
持
寺
に
お
け
る
行
歴
は
明
ら
か
に
な
ら

な
い
。
光
明
院
の
位
牌
に
は
、

　
　（
表
）
勅
賜
義
伝
禅
師
法
持
三
世
當
院
開
山
月
洲
香
大
和
尚

　
　（
裏
）
天
文
十
三
甲
　
　
辰
四
月
廿
三
日

と
あ
る
。
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
四
月
二
十
三
日
に
示
寂
し
て

お
り
、
義
伝
禅
師
号
を
勅
賜
さ
れ
て
い
）
4
（

る
。
成
福
寺
（
名
古
屋
市
北

区
瑠
璃
光
町
）
蔵
「
法
持
寺
世
代
示
寂
年
月
日
」
に
は
天
文
三
年

（
一
五
三
四
）
示
寂
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
（
十
）
が
抜
け
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
光
明
院
の
「
覚）

5
（

」
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
郡
熱
田
法
持
寺
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
郡
広
井
村

　
　
　
　
　
　
禅
曹
洞
宗
　
　
　
　
　
光
　
明
　
院
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開
山 

月
　
洲
　
和
　
尚

　
　
一
年
月
相
知
不
申 

誰
和
尚
嗣
法
弟
子
之
儀
相
知
不
申

本
寺
法
持
寺
よ
り
當
寺
え
勧
請
　

　
　
一
天
文
十
三
辰
年
四
月 

右
法
持
寺
に
て
病
死

と
あ
り
、
法
持
寺
に
お
い
て
病
気
で
示
寂
し
た
。
ま
た
、
香
林
、
香

山
に
つ
い
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
代
目 

宗
　
蕚
　
和
　
尚

　
　
一
年
月
相
知
不
申 

何
寺
よ
り
住
職
誰
和
尚
嗣

法
弟
子
之
儀
相
知
不
申
　

　
　
一
天
正
六
寅
年
八
月 
病
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
僧
初
住 

寅
（
マ
マ
）　
公

　
　
一
年
月
相
知
不
申 

何
寺
よ
り
住
職
誰
和

尚
弟
子
之
儀
相
知
不
申

　
　
一
年
号
月
相
知
不
申 

病
死
ニ
付
退
院

と
あ
り
、
光
明
院
の
開
創
（
二
代
目
）
香
林
宗
蕚
は
天
正
六
年
（
一

五
七
八
）
八
月
に
病
死
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
香
山
寅

（
マ
マ
）公
は
（
平

僧
初
住
）
二
世
に
な
っ
て
お
り
、
病
死
で
退
院
と
あ
る
が
、
行
歴
は

明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
大
運
寺
の
「
過
去
帳
」
に
は
、
慶

長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
正
月
二
十
六
日
に
示
寂
し
た
と
あ
る
。

　
長
楽
寺
（
名
古
屋
市
南
区
呼
続
）
の
世
代
は
二
世
義
山
華
厳
、
三

世
義
伝
月
洲
で
あ
る
。
二
世
義
山
の
位
牌
に
は
、

　
　（
表
）
前
永
平
當
寺
二
世
義
山
華
厳
大
和
尚

　
　（
裏
）
大
永
七
丁
　
　
亥
天
十
二
月
十
九
日
示
寂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
寿
九
十

と
あ
り
、
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
に
示
寂
し
て
い
る
。
三
世
義
伝

の
位
牌
は
存
在
し
な
い
た
め
詳
し
い
こ
と
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い

が
、
義
伝
月
洲
と
月
洲
瑞
香
は
同
時
代
の
た
め
同
一
人
物
で
は
な
か

ろ
う
か
。
勅
賜
禅
師
号
の
義
伝
と
号
の
月
洲
が
合
併
し
て
号
諱
に

な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
、
そ
れ
が
い
つ
頃
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
、
異

人
で
あ
っ
た
か
な
ど
は
明
ら
か
で
な
い
。
同
一
人
物
な
ら
ば
、
円
通

寺
（
名
古
屋
市
熱
田
区
神
宮
）
の
輪
番
を
務
め
て
い
）
6
（

る
。

　
香
樹
院
が
清
須
越
で
名
古
屋
へ
来
た
頃
の
住
持
は
、
慶
長
十
五
年

（
一
六
一
〇
）
に
示
寂
し
た
香
山
潢
公
で
あ
ろ
う
か
。
香
山
は
実
質

の
開
山
、
初
代
で
あ
っ
た
が
、
大
運
寺
の
世
代
帳
で
は
「
前
住
」
に

な
っ
て
お
り
、
世
代
で
は
な
い
。
開
山
月
洲
の
後
の
二
世
は
、
心
巌

春
公（
光
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
別
の
「
過
去
帳
」
で
は
香
山
と
同

じ
「
前
住
」
と
な
っ
て
お
り
、
世
代
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
天
正
元

年
（
一
五
七
三
）
十
二
月
二
十
六
日
に
示
寂
し
て
い
る
が
、「
過
去

帳
」
の
干
支
は
「
甲
申
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
天
正
十
二
年
（
一

五
八
四
）
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
心
巌
の
行
歴
に
つ
い
て
も
ま
っ
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た
く
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。

　
慶
長
遷
府
に
よ
り
南
寺
町
（
石
伐
町
、
白
川
町
）
へ
移
転
し
た
香

樹
院
は
、
三
世
龍
源
香
澤
が
本
堂
、
客
殿
、
庫
裡
な
ど
を
建
立
し
什

物
も
揃
え
た
。
そ
の
頃
の
戒
名
な
ど
を
書
写
し
た
「
過
去
帳
」
が
あ

る
。
そ
れ
に
は
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
十
月
二
十
日
に
亡
く
な
っ

た
堀
藤
左
衛
門
家
の
女
性
の
戒
名
が
最
初
に
記
さ
れ
て
お
り
、
続

い
て
正
保
三
年
（
一
六
四
四
）、
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）、
明
暦
二

年
（
一
六
五
六
）、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
の
亡
者
の
命
日
と
戒

名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
堀
切
町
の
堀
藤
左
衛
門
家
と
林
六
左
衛
門
家

が
中
心
の
檀
徒
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
他
、
荻
原
、
小
川
、
藤
井
、

小
松
原
、
古
瀬
、
志
村
氏
の
名
も
あ
り
、
堀
切
町
、
広
井
村
、
納
屋

町
、
永
安
寺
町
、
桜
之
町
、
萬
松
寺
村
、
伝
馬
町
、
日
置
村
に
居
住

し
て
い
た
人
で
あ
る
。
そ
の
た
め
香
樹
院
の
近
隣
に
住
ん
で
い
た
人

が
中
心
と
思
わ
れ
る
が
、
清
須
越
で
来
名
し
た
人
か
は
不
詳
で
あ

る
。

　
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
閏
五
月
に
寺
社
奉
行
所
へ
出
し
た
「
書

上
之
）
7
（
覚
」
に
は
、

　
　
　
　
書
上
之
覚

　
　
一
當
院
者
熱
田
白
鳥
法
持
寺
三
代
月
洲
和
尚
開
闢
之
地
に
て
、

則
法
持
寺
寺
中
太
虚
院
先
住
香
山
と
申
僧
取
立
之
寺
に
て
御

座
候
、
寺
開
闢
之
年
代
は
天
文
年
中
に
而
百
五
十
年
餘
に
罷

成
、
御
除
地
に
て
御
座
候

　
　
　
本
尊
釈
迦
座
像
元
禄
八
年
亥
二
月
四
日
に
披
露
済

　
　
　
右
之
外
由
緒
什
物
何
に
て
も
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
元
禄
七
年
　
　
　
　
　
　
熱
田
法
持
寺
末
寺

　
　
　
　
　
戌
閏
五
月
　
　
　
　
大
悲
山
　
香
樹
院
印

　
　
　
　
寺
社
御
奉
行
所

と
あ
り
、
翌
八
年
二
月
四
日
に
本
尊
の
釈
迦
座
像
を
点
眼
し
披
露
す

る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
十
一
月

に
は
、「
過
去
帳
」
を
新
し
く
備
え
て
お
り
、
奥
書
に
は
、

　
　
大
悲
山
香
樹
院
現
住
香
澤
代
新
之

　
　
于
時
宝
永
三
丙
戌
季
十
一
月
吉
旦

と
記
し
て
い
る
。
同
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
は
、
末
永
勝
時
の
画
い

た
大
涅
槃
図
を
廣
井
村
の
林
六
左
衛
門
の
父
と
林
六
右
衛
門
の
母
の

菩
提
供
養
の
た
め
に
寄
附
さ
れ
た
。
そ
の
裏
書
に
は
、

　
　
大
悲
山
香
樹
院
什
物

　
　
宝
永
六
己
　

　
丑
歳

　
　
二
月
吉
祥
日
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當
院
三
世

　
　
　
　
龍
源
香
澤
代

　
　
　
天
巌
臨
長
居
士

　
　
為
両
霊
菩
提

　
　
　
圓
通
玅
證
大
姉

　
　
　
　
　
寄
附

　
　
　
　
　
　
廣
井
□
賛

と
記
さ
れ
て
い
る
。
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
は
本
堂
を
建
立
し

た
が
、
客
殿
、
庫
裡
も
建
立
さ
れ
た
よ
う
で
、
九
月
に
は
庫
裡
に
韋

駄
天
を
祀
っ
た
。
韋
駄
天
像
の
裏
の
銘
に
、

　
　
正
徳
二
壬
　
　
辰
暦
九
月
大
吉
祥
日

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
三
世
香
澤
は
、
香
樹
院
の
伽
藍
建
立
や
什
具

を
備
え
た
こ
と
か
ら
「
中
興
」
の
称
号
が
つ
い
て
い
る
。
在
住
二
十

七
年
間
、
世
寿
五
十
五
歳
で
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
四
月
十
五
日

に
示
寂
し
た
。

　
香
樹
院
が
草
創
さ
れ
た
地
は
ど
こ
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
は
た
し
て

清
須
越
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
を
執
筆
中
に
そ
の
問
題
が
出

て
き
た
。
昭
和
十
五
年
七
月
に
白
川
町
か
ら
移
転
す
る
白
川
群
寺
院

十
九
ヶ
寺
の
「
陳
情
書
」
に
は
、

　
　
名
古
屋
城
開
府
ト
時
ヲ
同
ジ
フ
シ
テ
清
州
ヨ
リ
移
転
セ
ル
我
等

十
九
ヶ
寺
院
集
団
ハ
…
…

と
あ
り
、
大
運
寺
（
香
樹
院
）
を
始
め
十
九
ヶ
寺
は
清
須
越
と
み
ら

れ
て
い
た
。
事
実
、
香
樹
院
を
と
り
ま
く
寺
院
の
歴
史
を
み
て
も
、

ほ
と
ん
ど
清
須
越
で
浄
土
宗
寺
院
ば
か
り
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
香
樹
院
の
南
側
に
あ
っ
た
徳
林
寺
は
清
須
越
で
な

い
。
寺
伝
を
み
る
と
、
往
古
は
真
言
宗
で
、
後
に
無
住
国
師
を
開
山

と
な
し
て
禅
宗
（
臨
済
宗
）
と
な
り
九
院
の
塔
頭
を
有
し
た
。
境
内

は
東
西
十
町
余
、
南
北
十
二
町
余
の
大
境
内
地
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
享
禄
五
年
（
一
五
三
二
）
二
月
に
は
一
山
が
悉
く
焼
失
し
た
た

め
、
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
に
は
空
舜
祐
諫
が
開
山
と
な
っ
て

浄
土
宗
に
攻
め
ら
れ
、
熱
田
の
正
覚
寺
の
末
寺
と
な
っ
）
8
（

た
。
当
時
は

仲
ノ
町
あ
た
り
に
所
在
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
白
川
町
の

南
隣
り
の
日
出
町
へ
移
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
清
須
越
で
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
浄
土
宗
と

な
っ
て
熱
田
の
正
覚
寺
の
末
寺
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
香
樹
院

が
熱
田
の
法
持
寺
の
末
寺
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
香
樹
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院
も
清
須
越
で
は
な
く
、
徳
林
寺
周
辺
か
名
古
屋
の
地
に
あ
っ
た
寺

院
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日
出
町
、
白
川
町
に
移
転
し
た
後
、
そ
の
周

辺
に
清
須
越
の
浄
土
宗
寺
院
が
配
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

　
も
う
一
点
は
洞
仙
寺
と
の
関
係
か
ら
で
あ
る
。
洞
仙
寺
は
草
創
か

ら
現
在
地
に
あ
り
、
清
須
越
で
も
熱
田
寺
院
で
も
な
い
。
明
応
年
間

（
一
四
九
二

－

一
五
〇
一
）
の
無
本
寺
の
寺
院
は
許
さ
れ
な
い
触
が

出
た
と
こ
ろ
か
ら
法
持
寺
に
依
頼
し
て
末
寺
と
な
り
、
月
洲
瑞
香
を

開
山
に
迎
え
た
。
香
樹
院
は
月
洲
の
弟
子
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
月
洲

を
迎
え
て
い
る
。
当
時
の
所
在
地
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
清
須

越
で
は
な
い
。

　
次
に
香
樹
院
が
清
須
越
と
考
え
ら
れ
る
理
由
を
み
る
と
、
光
明
院

と
の
関
係
か
ら
で
あ
る
。
光
明
院
は
「
由
緒
書
」
に
よ
れ
ば
、
大
永

年
中
（
一
五
二
一

－
二
七
）
に
清
須
に
開
創
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
。

草
創
開
山
に
香
樹
院
と
同
じ
く
月
洲
瑞
香
が
勧
請
さ
れ
、
二
世
香
山

寅（
潢
）公
は
香
樹
院
の
実
質
の
開
山
で
も
あ
る
。
そ
の
関
係
か
ら
香

樹
院
も
光
明
院
と
同
じ
く
清
須
越
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
大
運
寺
の
「
過
去
帳
」
を
み
る
と
、
最
初
に
記
さ
れ
て
い

る
人
は
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
十
月
二
十
日
没
の
堀
藤
左
衛
門
家

の
女
性
で
あ
る
。
慶
長
遷
府
の
清
須
越
に
よ
っ
て
名
古
屋
へ
移
転

後
、
初
め
て
の
葬
儀
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
香
樹
院
は
清
須
越
か
そ
う
で
な
い
か
の
両
説
の
理
由
を
あ

げ
た
が
、『
名
古
屋
市
史
』
社
寺
編
七
六
八
頁
の
徳
林
寺
も
六
〇
一

頁
の
大
運
寺
も
清
須
越
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
徳
林
寺
が
清
須
越

で
な
い
こ
と
は
寺
伝
で
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
香
樹
院
が
清
須

越
で
あ
る
か
、
他
の
地
域
か
ら
の
移
転
で
あ
る
か
を
証
明
す
る
確
実

な
資
料
は
み
え
な
い
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
安
藤
準
成
『
名
古
屋

案
内
記

金
城
寺
院
宝
鑑
』
所
収
の
「
名
古
屋
市
寺
院
設
立
年
度
一
覧
表
」
や

白
川
群
寺
院
十
九
ヶ
寺
の
「
陳
情
書
」
な
ど
か
ら
清
須
越
説
を
と
っ

た
が
、
こ
れ
は
仮
説
と
し
て
お
き
た
い
。
今
後
の
研
究
に
よ
り
確
証

の
で
き
る
資
料
を
見
出
し
た
と
こ
ろ
で
、
結
論
を
出
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

（
１
） 

法
持
寺
塔
頭
太
虚
院
が
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
に
創
建
さ
れ
た

こ
と
は
、『
名
古
屋
市
史
』
社
寺
編
六
六
四
頁
の
「
法
持
寺
」
で
い
う
。

（
２
） 

光
明
院
の
「
由
緒
書
」（
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵
『
名
古

屋
寺
社
記
録
集
』
三
十
一
）、『
名
古
屋
市
史
』
社
寺
編
（
大
正
四
年
七

月
　
名
古
屋
市
役
所
）
五
八
四
頁
の
「
光
明
院
」
な
ど
に
よ
る
が
、
法
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地
再
興
に
関
す
る
文
書
は
光
明
院
に
所
蔵
し
て
い
る
。

（
３
） 
昭
和
十
一
年
六
月
調
査
の
「
曹
洞
宗
寺
籍
簿
」
の
洞
仙
寺
由
緒
や

『
名
古
屋
市
史
』
社
寺
編
六
四
五
頁
の
「
洞
仙
寺
」
に
よ
る
。

（
４
） 

月
洲
瑞
香
が
義
伝
禅
師
を
勅
賜
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
栗
山
泰
音

『
總
持
寺
史
』（
昭
和
十
三
年
三
月
　
大
本
山
總
持
寺
）
二
六
七
頁
に
も

あ
げ
て
い
る
。

（
５
） 

光
明
院
の
「
覚
」
は
『
名
古
屋
寺
社
記
録
集
』
三
十
一
に
所
収
し

て
い
る
。

（
６
） 

「
円
通
現
住
記
及
末
山
略
考
」
に
あ
る
円
通
寺
の
「
末
山
輪
番
牌
」

に
「
前
住
」
と
し
て
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
７
） 

『
御
城
下
臨
済
曹
洞
寺
院
由
緒
帳
』（
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館

蔵
）一
二
一
頁
に
あ
る
元
禄
七
年
五
月
の
香
樹
院「
書
上
之
覚
」に
よ
る
。

（
８
） 

『
名
古
屋
市
史
』
社
寺
編
七
六
八
頁
の
「
徳
林
寺
」
に
よ
る
。

二
、
法
地
再
興
期

　
龍
源
香
澤
が
示
寂
し
た
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
四
月
十
五
日
以

後
の
住
持
は
雲
堂
白
龍
で
あ
ろ
う
。
雲
堂
が
い
つ
か
ら
住
持
と
な
っ

た
か
明
確
な
年
次
は
不
詳
だ
が
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
四
月
に

法
持
寺
御
役
寮
へ
出
し
た
「
覚
」
に
は
、

　
　
寺
内
東
西
四
拾
弐
間
弐
尺
　
坪
数
〆
八
百
七
拾
弐
坪
四
歩
　

南
北
弐
拾
間
弐
尺
　
　
右
弐
反
九
畝
弐
拾
四
歩
也
　
　

　
　
　
右
之
通
先
々
代
本
寺
え
書
出
候
由

　
　
　
　
　
　
　
覚
　
愛
知
郡
南
寺
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
樹
院

　
　
御
除
地

　
　
　
　
境
内
弐
反
八
畝
弐
拾
歩
　
　
弐
反
九
畝
弐
歩
四
厘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
申
年
相
改
米

　
　
　
右
之
通
相
違
無
御
座
候
以
上

　
　
　
延
享
三
丙
寅
年
四
月
　
　
香
樹
院
判

　
　
　
　
　
法
持
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
御
役
寮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
之
通
現
住
雲
堂
代
書
出
候

と
あ
り
、
当
時
の
香
樹
院
の
寺
内
、
境
内
の
広
さ
が
明
ら
か
に
な

る
。
ま
た
、
雲
堂
が
当
時
の
住
持
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
翌
四
年
（
一
七
四
七
）
四
月
に
は
、
香
樹
院
が
法
地
再
興
さ
れ

た
。
そ
れ
は
「
過
去
帳
」
に
記
入
さ
れ
た
記
事
か
ら
明
ら
か
に
な
る

が
、
再
興
さ
れ
る
ま
で
の
経
由
は
明
確
で
な
い
。
た
だ
、「
過
去
帳
」

に
は
、

　
　
當
院
前
住
法
地
中
興
雲
堂
白
龍
和
尚
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と
あ
り
、
実
質
の
再
興
者
は
雲
堂
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
同
じ
「
過
去
帳
」
に
は
、

　
　
前
永
平

法
持
十
四
世
當
院
開
法
初
祖
義
山
淳
孝
大
和
尚

と
あ
り
、
別
の
「
過
去
帳
」
に
も

　
　
法
持
十
四
世
當
山
法
地
初
祖
義
山
淳
孝
大
和
尚

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
法
地
昇
格
後
の
初
祖
は
義
山
淳
孝
か
と
思
わ

れ
る
。
た
だ
、「
開
法
初
祖
」
と
あ
る
の
は
法
地
に
昇
格
さ
せ
た
初

祖
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
法
地
に
昇
格
後
の
住
職
が
義
山
淳
孝
の

法
嗣
、
あ
る
い
は
そ
の
門
下
で
受
け
継
が
れ
た
こ
と
か
ら
初
祖
と
い

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
四
月
二
十
一
日
に
は
義
山
淳
孝
が
雄
州

亮
契
座
元
に
伝
法
し
、
七
月
五
日
に
伽
藍
法
を
伝
授
し
て
い
る
。

　
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
九
月
に
は
、
山
門
が
建
立
さ
れ
た
。
棟

札
の
表
半
分
に
は
、

　
　
　
維
時
宝
暦
五
乙
亥
龍
舍
九
月
吉
旦
造
営
焉

　
　
門
壱
宇
建
立
勅
請
前
永
平
香
樹
禅
院
現
住
二
世
雄
州
叟
亮
契
誌

　
　
　

と
あ
り
、
法
地
昇
格
後
の
二
世
で
あ
っ
た
雄
州
亮
快
が
建
立
し
た
の

で
あ
る
。

　
で
は
、
法
地
初
祖
の
義
山
淳
孝
に
つ
い
て
な
が
め
て
み
よ
う
。
淳

孝
は
『
永
平
寺
前
住
牒
』（
大
本
山
永
平
寺
蔵
）
の
宝
永
七
年
（
一

七
一
〇
）
八
月
三
日
項
に
よ
れ
ば
、

　
正
法
寺
萬
瑞

　
　
淳
孝
和
尚
　
尾
州
　
洞
仙
寺

と
あ
り
、
宝
永
七
年
八
月
三
日
に
洞
仙
寺
に
借
住
し
て
永
平
寺
に
出

世
し
た
。
正
法
寺
（
あ
ま
市
上
萱
津
）
七
世
萬
瑞
永
善
の
法
嗣
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
十

一
月
に
同
寺
二
十
七
世
武
田
泰
道
が
記
し
た
正
法
寺
の
棟
）
1
（

札
の
再
建

文
に
よ
れ
ば
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
本
堂
を
再
建
し
て
い

る
。
ま
た
、
喚
鐘
の
銘
に
は
、

　
　
夫
鐘
之
為
器
法
器
之
長
而
能
警
晨
昏
能
斉
進
止
不
　
抜
幽
冥
苦

驚
長
夢
其
夢
其
功
徳
不
可
思
議
矣
本
州
春
日
井
郡
小
田
井
荘
二

杁
村
佐
吉
甞
喜
捨
浄
財
鋳
半
鐘
掛
於
堂
前
之
鳴
仏
事
或
歳
地
大

震
鐘
墜
於
堂
而
彩
敲
破
不
勝
施
号
令
山
野
憾
之
傾
衣
鉢
余
以
再

範
焉
啓
迪
禅
誦
利
楽
祥
生
兼
為
蕪
鐘
檀
主
法
名
是
山
静
如
信
士

資
助
冥
福
荘
厳
報
地
者
也

　
　
　
厥
銘
曰

　
　
小
形
蓮
鯨
　
不
入
海
中
　
淹
神
堂
上
　
震
吼
無
窮
　
斉
呼
諸
聖

　
　
普
利
群
蒙
　
先
誦
吐
月
　
報
禅
斯
風
　
声
雖
不
大
　
功
敲
洪
鐘
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敲
妙
心
秘
　
鳴
正
法
隆
　
毀
々
教
体
　
刹
々
円
通

　
　
　
尾
州
海
東
郡
萱
津
村
　
正
法
禅
寺
幻
寄
　
義
山
孝
謹
誌

　
　
　
　
享
保
八
龍
信
癸
卯
仲
秋
　
上
澣
日

　
　
　
　
　
　
尾
州
名
古
屋
鍋
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
冶
工
　
　
　
　
　
水
野
太
郎
左
衛
門
藤
原
孝
）
2
（
政

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
享
保
五
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
は
正
法
寺
住

持
（
八
世
）
と
し
て
伽
藍
の
復
興
に
努
め
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
五
月
十
三
（
十
五
）
日
に
は
法
持
寺
十

三
世
輪
山
東
轂
が
示
寂
し
た
た
め
、
そ
の
後
董
に
転
住
し
た
が
、
そ

の
年
次
は
明
確
で
な
い
。
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
四
月
に
法
持
寺

十
五
世
督
宗
淳
董
が
記
し
た
法
持
寺
大
鐘
の
銘
に
は
、

　
　
自
物
留
孫
仏
造
巨
鐘
、
劫
初
輪
王
、
鎔
範
金
鐘
以
降
、
為
法
器

之
雄
者
、
其
惟
鐘
乎
、
當
寺
開
山
示
寂
後
、
百
有
余
年
、
大
鐘

未
成
、
為
闕
典
也
、
粤
本
州
春
日
井
郡
、
清
須
灰
原
氏
、
求
他

旧
鐘
、
寄
附
之
、
時
維
慶
長
四
己
亥
冬
十
月
也
、
爾
来
年
所
悠

久
、
而
㽄
破
声
不
遠
震
、
聞
者

焉
、
依
而
當
山
十
四
世
、
義

山
和
尚
、
雖
有
再
笵
之
志
、
衣
資
乏
而
不
成
、
退
隠
後
亦
思
而

止
、
止
而
復
思
、
幸
當
寺
檀
越
、
當
所
簱
屋
町
、
岡
本
氏
清
七

郎
、
法
名
円
相
本
清
居
士
、
其
妻
法
名
円
通
妙
貞
大
姉
、
或
日

相
伴
訪
隠
室
、
談
及
鐘
之
事
、
檀
信
感
発
、
而
即
喜
捨
浄
財
、

就
于
鳧
氏
家
、
而
開
大
爐

、
誉
槖
籥
之
伇
、
鐘
既
円
成
、
択

日
簨

也
、
仰
冀
憑
這
功
徳
力
、
捨
財
善
信
、
見
聞
眞
俗
、
及

情
与
非
情
、
同
証
円
通
三
昧
、
因
請
僦
手
山
衲
、
為
之
銘
文
、

乃
掾
歓
嘉
之
筆
、
為
之
銘

　
　
　
　
　
厥
銘
曰

　
　
　
大
白
鐵
漢
　
無
舌
吐
詮
　
詮
詮
妙
韻
　
徧
応
大
千

　
　
　
警
覚
鬼
畜
　
雲
集
聖
賢
　
緩
説
五
位
　
急
唱
三
玄

　
　
　
吐
音
教
体
　
清
浄
本
然
　
円
通
福
寿
　
累
劫
貞
堅

　
　
　
全
域
功
徳
　
為
浄
邦
蓮
　

蓬
萊
下
　
祝
宝
祚
年

　
　
旹
寛
延
第
四
龍
次
辛
未
孟
夏
十
有
五
真

　
　
尾
陽
愛
知
郡
熱
田
宮

　
　
　
　
　
　
　
白
鳥
山
法
持
禅
寺
幻
寄
淳
董
謹
誌

　
　
　
　
　
　
　
願
主
　
　
　
十
四
世
義
山
孝
和
尚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冶
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
太
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
孝
）
3
（
政

と
あ
り
、
す
で
に
寛
延
四
年
に
は
法
持
寺
を
退
董
し
て
い
た
こ
と
が
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明
ら
か
に
な
る
。
義
山
は
法
持
寺
住
持
中
に
大
鐘
を
備
え
る
志
を

も
っ
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
成
ら
ず
に
退
隠
後
も
再
笵
を
願
っ
て

い
た
。
そ
し
て
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
三
月
六
日
に
示
寂
し
て

い
る
が
、
詳
し
い
行
歴
は
不
詳
で
あ
る
。
受
業
の
弟
子
に
は
香
樹
院

三
世
の
智
翁
淳
哲
が
お
り
、
法
嗣
に
は
法
持
寺
十
五
世
の
督
宗
淳

董
、
盛
屋
寺
（
名
古
屋
市
瑞
穂
区
太
田
町
）
二
世
独
翁
淳
喬
、
香
樹

院
二
世
雄
州
亮
契
が
い
）
4
（
る
。
な
お
、
雄
州
は
宝
暦
十
年
（
一
七
六

〇
）
十
二
月
二
十
九
日
に
示
寂
し
た
。

　
翌
十
一
年
（
一
七
六
一
）
八
月
十
三
日
に
は
雄
州
よ
り
香
樹
院
三

世
智
翁
淳
哲
に
伽
藍
法
を
伝
授
し
て
い
る
こ
と
が
嗣
書
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
な
る
。
し
か
し
、
雄
州
は
前
年
に
示
寂
し
て
い
る
た
め
授
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
八
月
二
十
三
日
に
雄
州
に
代
っ
て

兄
弟
子
の
督
宗
淳
董
が
香
樹
院
の
伽
藍
法
を
授
け
た
。
翌
十
二
年

（
一
七
六
二
）
三
月
二
十
三
日
に
は
香
樹
院
住
持
と
し
て
總
持
寺
に

出
世
し
て
お
り
、
二
万
四
千
七
百
二
世
で
あ
っ
た
。『
總
持
寺
前
住

牒
』
に
よ
れ
ば
、
当
日
は
尾
張
か
ら
四
名
が
出
世
し
て
お
り
、
淳
哲

の
外
に
正
福
寺
（
名
古
屋
市
中
区
新
栄
）
の
牛
童
、
久
岑
寺
（
名
古

屋
市
守
山
区
大
字
上
志
段
味
）
の
貫
道
文
周
（
九
世
）、
長
盛
院

（
豊
明
市
沓
掛
町
）
の
白
龍
が
い
た
。

　
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
三
月
に
は
、
巨
鐘
と
雲
版
を
什
具
と
し

た
。
巨
鐘
の
銘
に
は
、

　
　
　
　
序

　
　
夫
當
山
開
闢
以
来
伽
藍
既
成
法

　
　
器
畧
備
今
所
闕
者
唯
巨
鐘
而
已

　
　
厥
巨
鐘
也
法
器
之
雄
而
告
涌
報
禅

　
　
侶
衆
之
器
也
豈
可
闕
之
乎
雖
然

　
　
弔
無
力
於
出
一
隻
手
茲
歳
春
募

　
　
諸
檀
護
泊
有
縁
有
志
命
鋳
師
橐

　
　
鑰
之
功
己
圓
成
擇
日
懸
之
焉
伏

　
　
願
　
憑
以
功
徳
力
捨
財
善
信

　
　
見
聞
之
真
俗
情
与
非
情
同
證
圓

　
　
通
三
昧
者
也

　
　
　
　
銘
曰

　
　
鐘
之
為
容
　
　
肚
裏
霊
空

　
　
若
獅
子
吼
　
　
有
蛟
龍
雄

　
　
一
根
觸
處
　
　
五
根
齊
融

　
　
警
覚
夢
幻
　
　
普
示
圓
通

　
　
萬
行
教
體
　
　
十
佛
威
風
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𧰝
哉
其
徳
　
　
累
劫
何
窮

　
　
維
時
明
和
二
龍
舍
乙
　
　
酉
三
月
吉
旦

　
　
東
海
道
尾
州
名
護
屋
城
南
寺
町

　
　
大
悲
山
香
樹
禅
院

　
　
　
　
現
住
淳
哲
謹
誌

　
　
　
　
　
　
鋳
工
　
　
水
野
太
良
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
孝
政

と
あ
り
、
雲
版
の
銘
は

　
　
明
和
二
歳
乙
　
　
酉
三
月
吉
日

　
　
　
大
悲
山
香
樹
禅
院
常
什

　
　
　
　
　
　
現
住
智
翁
哲
叟
代

　
　
　
　
鑄
工
水
野
太
良
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
孝
政

と
あ
る
。
巨
鐘
は
昭
和
十
七
年
六
月
二
十
日
に
供
出
し
た
が
、
戦
後

に
残
さ
れ
た
廃
品
の
山
か
ら
み
つ
か
り
、
香
積
院
（
名
古
屋
市
昭
和

区
川
名
山
町
）
の
総
代
ら
が
持
ち
帰
っ
て
香
積
院
の
梵
鐘
と
な
っ

た
。
現
在
は
香
積
院
の
観
音
堂
二
階
に
安
置
さ
れ
て
い
）
5
（
る
が
、
銘
か

ら
み
れ
ば
、
香
積
院
で
は
な
く
香
樹
院
の
巨
鐘
で
あ
っ
た
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。

　
翌
三
年
（
一
七
六
六
）
七
月
に
は
、
淳
哲
が
正
眼
寺
へ
「
差
出
申

一
札
之
）
6
（
事
」
を
出
し
た
。
そ
れ
に
は
、

　
　
　
　
　
差
出
申
一
札
之
事

　
　
一
　
拙
僧
儀
来
亥
之
夏
江
湖
興
行
仕
候

　
　
　
　
本
寺
并
諸
旦
方
何
れ
も
納
得
仕
何
方
に
も

　
　
　
　
故
障
無
御
座
候
事

　
　
一
　
衆
数
七
拾
箇
不
足
不
仕
間
敷
候
事

　
　
一
　
首
座
方
ゟ
賄
賂
嘱
咤
取
申
間
敷
候
事

　
　
　
　
右
之
趣
猶
違
背
仕
宗
門
之
御
法
度
可

　
　
　
　
被
仰
付
候
為
後
證
仍
而
如
件

　
　
　
　
　
明
和
三
年
戌
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
南
寺
町
樹
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淳
哲 

花
押

　
　
　
　
　
　
正
眼
寺

　
　
　
　
　
　
　
御
役
寮

と
あ
り
、
翌
四
年
（
一
七
六
七
）
夏
の
江
湖
会
を
興
行
す
る
に
あ
た

り
、
本
寺
及
び
檀
家
も
納
得
し
宗
門
の
法
度
に
違
背
し
て
い
な
い
と

い
う
。
江
湖
会
が
修
行
さ
れ
た
か
は
不
詳
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
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淳
哲
は
翌
五
年
（
一
七
六
八
）
二
月
二
十
九
日
に
示
寂
し
た
。
そ
の

た
め
無
住
と
な
っ
た
が
、
同
年
七
月
に
新
造
さ
れ
た
「
日
牌
帳
」
の

末
尾
に
は
、

　
　
大
悲
山
香
樹
禅
院
現
住
斧
重
代
調
焉

と
記
さ
れ
て
お
り
、「
斧
重
」
と
称
す
る
人
物
が
当
時
の
住
持
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
「
斧
重
」
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
不

詳
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
当
に
住
持
で
あ
っ
た
か
は
明
確
で
な
い
。

　
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
閏
三
月
に
は
、
香
樹
院
の
衆
寮
に
い
た

淳
長
（
四
世
國
全
淳
長
）
が
正
眼
寺
へ
「
指
出
申
一
札
之
）
7
（

事
」
を
出

し
た
。
そ
れ
に
は
、

　
　
　
　
　
指
出
申
一
札
之
事

　
　
拙
僧
儀
當
已
冬
愛
知
郡
鳴
海
宿
於
瑞
泉
寺
首
座
職
被
申
付
候
僧

臘
之
儀
は
寛
延
元
辰
冬
三
州
設
楽
郡
下
田
村
長
養
院
海
屋
和
尚

之
会
中
え
致
乍
入
候
御
條
目
之
通
不
足
無
御
座
候
依
之
香
樹
院

無
住
に
付
本
寺
法
持
寺
督
宗
和
尚
之
以
證
翰
致
登
山
候
右
之
趣

偽
於
有
之
者
宗
門
之
御
法
度
可
被
　
仰
付
候
為
後
證
仍
如
件

　
　
　
安
永
二
年
　
　
　
　
　
　
名
古
屋
南
寺
町

　
　
　
　
　
巳
閏
三
月
　
　
　
　
　
　
　
香
樹
院
衆
寮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淳
長 

印

　
　
　
　
正
眼
寺

　
　
　
　
　
御
役
寮

と
あ
り
、
淳
長
は
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
冬
に
瑞
泉
寺
（
名
古
屋

市
緑
区
鳴
海
町
）
の
首
座
に
な
っ
た
が
、
僧
臘
は
す
で
に
寛
延
元
年

（
一
七
四
八
）
冬
に
長
養
院
（
愛
知
県
北
設
楽
郡
東
栄
町
）
十
世
海

屋
音
壽
の
会
に
入
っ
て
い
る
た
め
不
足
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
こ

で
、
当
時
の
香
樹
院
は
無
住
で
あ
っ
た
た
め
、
本
寺
の
法
持
寺
住
持

の
督
宗
淳
董
の
證
翰
を
持
っ
て
登
山
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
淳
哲
の
示
寂
後
は
無
住
で
あ
っ
た
が
、
斧
重
は
住
持
で
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
四
世
國
全
淳
長
は
い
つ
頃
に
住
持
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
伽
藍

法
の
嗣
書
に
よ
れ
ば
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
十
一
月
十
八
日
に

三
世
智
翁
淳
哲
よ
り
淳
長
へ
伽
藍
法
が
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
す
で
に
淳
哲
は
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
示
寂
し
て
お
り
、

実
際
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め
住
持
し
た
確

実
な
年
次
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。

（
１
） 

棟
札
は
、
現
在
、正
法
寺
本
堂
の
東
序
室
中
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

（
２
） 
正
法
寺
の
喚
鐘
銘
は
『
甚
目
寺
町
史
』（
昭
和
五
十
年
三
月
　
愛
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知
県
海
部
郡
甚
目
寺
町
）
五
七
八
頁
に
あ
げ
て
い
る
。

（
３
） 
督
宗
淳
董
の
大
鐘
銘
は
『
愛
知
県
金
石
文
集
』
上
（
昭
和
十
七
年

七
月
　
愛
知
県
教
育
会
）
一
四
九
頁
に
あ
げ
て
い
る
。
正
法
寺
の
喚
鐘

と
法
持
寺
の
大
鐘
は
と
も
に
尾
張
の
鋳
物
師
の
水
野
太
郎
左
衛
門
藤
原

孝
政
が
鋳
造
し
て
い
る
。
孝
政
は
水
野
太
郎
左
衛
門
の
長
男
の
本
家
八

代
目
で
、
明
蓮
寺
鐘
（
元
文
五
年
）
正
覚
寺
鐘
（
宝
暦
四
年
）
桜
天
満

宮
鐘
（
明
和
元
年
）
誓
願
寺
鐘
（
明
和
二
年
）
な
ど
も
作
っ
て
お
り
、

元
文
年
間
（
一
七
三
六

－

四
〇
）
か
ら
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
頃
ま

で
活
躍
し
た
人
と
思
わ
れ
る
（『
東
海
鋳
物
史
稿
』（
昭
和
四
十
二
年
九

月
　
財
団
法
人
綜
合
鋳
物
セ
ン
タ
ー
）
十
七
頁
）。

（
４
） 

『
總
持
寺
住
山
記
』
に
、

　
通
幻
派
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

受
業
師
義
山
和
尚
　
　
　
　
　
尾
州
之

 

　
二
萬
四
千
七
百
二
世
　
淳
哲
和
尚
　
宝
暦
十
二
壬
午
年
三
月
二
十
三
日

 

　
香
樹
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣
法
師
雄
州
和
尚
　
　
　
　  

住
僧
也

 

　
　
　
　

…

 

法
皇
派
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
業
師
義
山
和
尚
　
　
　
　
　
尾
州
之

 

　
二
萬
八
千
四
百
二
十
九
世
　
獨
翁
和
尚
　
安
永
九
年
庚
子
年
八
月
二
十
四
日

 

　
盛
屋
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣
法
師
義
山
和
尚
　
　
　
　
　
住
僧
也

 

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

（
５
） 

大
真
賢
昭
『
妙
聲
綿
々
』（
平
成
二
十
五
年
六
月
　
般
若
臺
・
聚

珍
堂
）
二
十
八
頁
以
下
三
十
二
頁
に
梵
鐘
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
銘
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
６
） 

「
差
出
申
一
札
之
事
」
は
正
眼
寺
文
書
第
二
七
七
九
号
で
あ
る
。

（
７
） 

「
指
出
申
一
札
之
事
」
は
正
眼
寺
文
書
第
二
四
九
四
号
で
あ
る
。

三
、
香
樹
院
か
ら
大
運
寺
へ

　『
尾
張
志
』
の
「
大
運
寺
」
項
に
よ
れ
ば
、
天
明
五
年
（
一
七
八

五
）
十
月
二
十
四
日
に
大
悲
山
香
樹
院
よ
り
法
輪
山
大
運
寺
と
山
号

寺
号
を
改
め
た
と
あ
る
。
ま
た
、
十
一
世
素
朴
玄
暉
が
昭
和
十
八
年

九
月
に
記
し
た
本
堂
の
棟
札
に
も
、

　
　
天
明
五
年
吉
田
清
左
エ

（
マ
マ
）門
中
興
開
基
ト
ナ
リ
義
山
淳
孝
和
尚

ノ
時
大
修
理
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ〈
記
録
ナ
キ
モ
代
々
ノ
伝
言
ナ
リ
〉

と
あ
り
、
天
明
五
年
に
吉
田
清
左
衛
門
に
よ
っ
て
中
興
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
同
年
に
中
興
さ
れ
て
山
号
と
寺
号
を
改
め

た
の
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
様
子
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
が
な
い

た
め
詳
し
い
こ
と
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
大
運
寺
の
「
回
向
草

紙
」
に
あ
る
祠
堂
諷
経
の
回
向
に
は
、

　
　
當
寺
開
基
登
陽
院
大
運
院
法
輪
院
冷
光
院
自
照
院
各
々
霊
位

…
…

と
あ
り
、
開
基
と
し
て
登
陽
院
（
登
陽
軒
泰
雲
素
栄
菴
主
、
元
文
五

年
（
一
七
四
〇
）
三
月
二
十
八
日
没
）
大
運
院
（
大
運
院
泰
安
素
道

菴
主
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
正
月
二
十
八
日
没
）
法
輪
院
（
法
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輪
院
泰
養
素
朴
居
士
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
六
月
十
四
日
没
）

冷
光
院
（
冷
光
院
月
窓
素
心
大
姉
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
十
二

月
二
十
五
日
没
）
自
照
院
（
自
照
院
孤
白
妙
峰
大
姉
、
延
享
三
年

（
一
七
四
六
）
七
月
七
日
没
）
の
五
人
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
べ

て
吉
田
清
左
衛
門
家
の
当
主
と
夫
人
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
系
譜
で
み

る
と
右
の
よ
う
に
な
り
、
吉
田
家
は
伝
馬
町
に
住
ん
で
尾
張
藩
の
陶

磁
器
御
蔵
元
で
あ
っ
た
。
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
、
蔵
元
総
代
を
務
め

た
こ
と
も
あ
る
家
で
あ
る
。
本
書
の
付
録
に
「
大
運
寺
中
興
開
基
吉

田
家
系
図
」
を
あ
げ
て
お
い
た
。『
名
古
屋
商
家
集
』
に
収
録
さ
れ

た
「
明
和
安
永
頃
御
用
達
名
前
帳
」
に
よ
れ
ば
、
明
和
四
年
（
一
七

六
七
）
の
御
用
金
納
入
者
と
し
て
金
百
両
を
納
め
て
い
る
。
屋
号
は

「
茶
碗
屋
清
左
衛
門
」
と
称
し
て
お
り
、
尾
張
の
富
商
で
あ
っ
）
1
（
た
。

　
そ
こ
で
、
法
輪
院
（
吉
田
清
左
衛
門
）
は
安
永
六
年
（
一
七
七

七
）
正
月
二
十
八
日
に
亡
く
な
っ
た
父
の
大
運
院
（
吉
田
清
左
衛

　
　
登
陽
軒
泰
雲
素
栄
菴
主
│
│
│
│
│
│
│
│
│

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
三
月
二
十
八
日
没

　
　
冷
光
院
月
窓
素
心
大
姉
│
│
│
│
│
│
│
│
│

享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
十
二
月
二
十
五
日
没

│
│
大
運
院
泰
安
素
道
菴
主
│
│
│
│
│
│
│
│
│

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
一
月
二
十
八
日
没

　
　
自
照
院
孤
白
妙
峰
大
姉
│
│
│
│
│
│
│
│
│

延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
七
月
七
日
没

│
│
法
輪
院
泰
養
素
朴
居
士
│
│
│
│
│
│
│
│
│

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
六
月
十
四
日
没

　
　
恵
春
院
如
空
是
貞
大
姉
│
│
│
│
│
│
│
│
│

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
十
二
月
十
四
日
没

│
│
華
岳
良
瑞
居
士

天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
一
月
十
三
日
没

　
　
巧
外
智
拙
大
姉

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
十
一
月
二
十
一
日
没

│
│
性
戒
妙
慧
禅
尼

文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
六
月
十
六
日
没
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門
）
と
母
の
自
照
院
（
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
七
月
七
日
没
、
吉

田
清
左
衛
門
内
儀
）
の
菩
提
供
養
の
た
め
、
衰
退
し
て
い
た
大
悲
山

香
樹
院
を
再
興
し
、
そ
の
中
興
開
基
と
し
た
。
そ
の
時
、
寺
号
は
父

の
院
号
の
大
運
院
に
因
み
大
運
寺
と
改
め
た
の
で
あ
）
2
（
る
。
一
説
で

は
、「
大
運
歓
喜
天
」
を
祀
っ
た
こ
と
か
ら
大
運
と
し
た
と
も
い
わ

れ
る
説
も
あ
る
。
な
お
、
大
運
院
は
「
過
去
帳
」
に
よ
れ
ば
「
自
運

院
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
は
延
享
三
年
（
一
七
四

六
）
七
月
七
日
に
亡
く
な
っ
た
夫
人
が
「
自
照
院
」
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
、
同
じ
「
自
」
を
使
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ

の
他
の
「
過
去
帳
」
は
す
べ
て
「
大
運
院
」
と
あ
り
、
山
号
は
自
分

の
戒
名
の
院
号
で
あ
る
法
輪
院
か
ら
法
輪
山
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
時
の
住
持
は
四
世
の
國
全
淳
長
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
五
月
に
大
運
寺
現
住
の
國
雄
か
ら
正
眼

寺
へ
出
し
た
「
差
出
申
一
札
之
）
3
（

事
」
に
は
、

　
　
　
　
差
出
申
一
札
之
事

　
　
拙
僧
儀
今
度
永
平
寺
え
遂
登
山
転
衣
仕
度
奉
願
候
法
臘
之
儀
は

去
ル
天
明
六
年
之
夏
羽
州
由
利
郡
本
庄
於
永
泉
寺
に
首
職
相
勤

御
制
法
之
通
時
代
到
来
仕
候
依
之
嗣
法
師
拙
寺
先
住
淳
長
長
老

之
證
翰
を
以
登
山
仕
候
右
之
趣
偽
於
有
之
は
宗
門
之
御
法
度
に

可
被
仰
付
候
為
後
證
依
如
件

　
　
　
寛
政
二
年
□
五
月
　
　
　
名
古
屋
南
寺
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
運
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
國
雄 

花
押

　
　
　
　
正
眼
寺

　
　
　
　
　
御
役
寮

と
あ
り
、
永
平
寺
で
転
衣
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
法

臘
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
夏
に
永

泉
寺
（
由
利
本
荘
市
給
人
町
）
で
首
座
を
勤
め
て
お
り
制
法
の
通
り

だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
本
師
で
あ
る
先
住
の
淳
長
の
證
翰
を
も
っ
て

登
山
し
て
い
る
。
こ
の
一
札
か
ら
天
明
六
年
の
大
運
寺
の
住
職
は
國

雄
で
な
く
、
淳
長
が
住
職
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
六
月
十
七
日
に
は
淳
長
が
大
泉
國
雄
に

伽
藍
法
を
伝
授
し
、
國
雄
は
五
世
に
就
い
た
。
そ
の
三
日
前
の
六
月

十
四
日
に
は
法
輪
院
（
吉
田
清
左
衛
門
）
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
翌

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
十
月
に
は
、
息
子
の
華
岳
良
瑞
居
士
が
父

の
肖
像
画
を
作
り
、
臥
山
静
）
4
（
高
に
題
を
需
め
て
い
る
。
そ
の
題
は
、

　
　
孝
子
慈
父
写
真
影
來
乞
題
語
於
老
衲
老
衲
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知
素
朴
居
士
垂
三
十
年
茲
感
平
生
志
気

　
　
　
　
乃
打
一
偈
以
応
其
需

　
　
　
　
幾
年
参
得
別
伝
宗
独
坐
清
閑

　
　
　
　
慕
古
風
幸
有
児
孫
能
継
志
蔵
身

　
　
　
　
露
影
白
頭
翁

　
　
　
　
　
己
酉
孟
冬
立
春
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臥
山
静
高
敬
題

と
あ
）
5
（

る
。

　
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
五
月
に
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
國
雄
が

永
平
寺
で
転
衣
し
て
お
り
、
同
三
年
三
月
に
は
本
寺
の
法
持
寺
へ
切

支
丹
宗
門
僉
議
一
札
を
出
し
た
。
そ
の
「
一
札
之
事
」
に
は
、

　
　
　
　
一
札
之
事

　
　
當
亥
年
切
死
丹
宗
門
僉
議
當
寺
御
旦
方
中
并
召
仕
迄
相
改
候
処

怪
敷
儀
無
御
座
候
若
不
審
成
儀
御
座
候
は
ゝ
早
速
可
申
達
候
為

後
日
一
札
仍
て
如
件

　
　
　
寛
政
三
年
亥
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
寺
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
運
寺
　
印

　
　
熱
田

　
　
　
法
持
寺

　
　
　
　
　
御
役
寮

と
あ
る
。
ま
た
、
同
七
年
（
一
七
九
五
）
五
月
に
は
開
山
堂
の
柱
に
、

　
　
霊
根
確
固
盤
屈
空
劫
外

　
　
金
枝
欝
葱
繁
茂
威
音
前

　
　
　
　
　
　
現
住
國
雄
敬
書 

印 

印

と
自
ら
揮
毫
し
た
聯
額
を
掲
げ
て
お
）
6
（
り
、
月
舟
宗
胡
の
「
関
」
字
額

（
工
匠
塚
本
兵
八
作
）
も
新
し
く
掲
げ
ら
れ
た
。
そ
の
他
、
四
代
目

吉
田
善
七
の
了
現
相
無
居
士
（
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
四
月
六
日

没
）
や
大
安
玄
樹
居
士
（
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
二
月
九
日
没
）

の
供
養
の
た
め
燭
台
一
対
宛
を
新
添
し
て
お
り
、
翌
八
年
（
一
七
九

六
）
七
月
に
は
、
野
々
村
友
八
が
得
応
円
髄
信
士
と
自
月
玅
白
信
女

両
霊
供
養
の
た
め
古
井
村
東
に
あ
る
名
古
屋
御
新
田
所
の
地
所
を
寄

附
し
て
い
る
。
そ
の
文
書
に
は
、

　
　
得
應
圓
髄
信
士
　
　
元
文
五
年
申
十
月
五
日

　
　
自
月
玅
由
信
女
　
　
元
文
二
丁
巳
五
月
七
日

　
　
　
　
　
覚

　
　
一
名
古
屋
御
新
田
所
は
古
井
村
東
之
所
に
御
座
候

　
　
　
年
之
御
年
貢
米
四
合
麦
壱
合
五
勺
新
田
□
□
上
納
仕
来
候
小
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作
ゟ
は
三
百
文
ツ
ヽ
受
取
申
候

　
　
　
　
右
地
所
差
上
申
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
々
村
友
八

　
　
　
此
田
地
右
為
両
霊
之
寄
附
有
之
候

　
　
　
　
　
　
寛
政
八
丙
　
　
辰
七
月
　
　
　
現
住
國
雄
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
再
建
國
雄
代

と
あ
る
。
な
お
、
末
尾
に
「
現
住
國
雄
代
」
と
あ
る
が
、
そ
の
横
に

「
再
建
國
雄
代
」
と
あ
り
、「
再
建
」
は
大
運
寺
本
堂
の
再
建
か
大
運

寺
再
興
の
意
味
か
不
詳
で
あ
る
。

　
本
堂
の
大
間
の
聯
は
善
篤
寺
（
名
古
屋
市
千
種
区
城
山
町
）
十
八

世
の
頓
翁
碓
悟
が
揮
毫
し
て
い
る
。
頓
翁
は
天
明
七
年
（
一
七
八

七
）
九
月
二
十
一
日
に
善
篤
寺
へ
入
院
し
て
お
）
7
（

り
、
聯
額
に
は
、

　
　
香
樹
森
〳
〵
栴
檀
林
獅
子
哮
吼

　
　
大
運
靡
〳
〵
法
王
利
鳳
皇
来
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頓
翁 

印 

印

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
香
樹
院
よ
り
大
運
寺
へ
改
号
し
た
天
明
五
年
十

月
以
後
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
頓
翁
が
善
篤
寺
に
入
院
し
た
後
、

國
雄
代
に
掲
げ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
何
れ
に
し
て
も
、
五
世

大
泉
國
雄
は
伽
藍
を
整
備
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
四
月
に
龍
潭
寺
（
名
古
屋

市
中
川
区
野
田
）
よ
り
要
山
黙
宗
が
転
住
し
て
き
た
。
こ
れ
は
文
化

六
年
（
一
八
〇
九
）
二
月
に
黙
宗
の
新
添
し
た
「
過
去
帳
」
に
記
載

さ
れ
た
説
で
あ
る
。
そ
の
文
中
に
「
享
和
元（

マ
マ
）四
月
十
四
日
晋
山
」
と

記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
前
年
の
享
和
元
年
四
月
十
四
日
に
あ

た
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
誤
記
か
も
し
れ
な
い
。
ど
の
よ
う
な

理
由
か
ら
國
雄
は
退
董
し
、
黙
宗
が
五
世
と
な
っ
た
の
か
は
不
詳
で

あ
る
が
、
歴
住
世
代
か
ら
も
脱
牌
さ
れ
た
こ
と
は
、
余
程
の
理
由
が

あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
に
な
ら
な

い
。
國
雄
の
揮
毫
し
た
聯
額
や
什
具
の
裏
書
き
な
ど
が
多
い
こ
と
か

ら
國
雄
の
功
績
は
か
な
り
あ
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
黙
宗
は
「
過
去
帳
」
に
よ
れ
ば
、
地
元
の
愛
知
郡
岩
作
邑
の
出
身

で
あ
る
。
初
め
本
亮
院
（
日
進
市
米
野
木
町
）
五
）
8
（

世
に
住
持
し
た

後
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
四
月
十
一
日
に
龍
潭
寺
十
三
世
へ
転

住
し
て
お
り
、
龍
潭
寺
住
持
時
代
の
祠
堂
金
の
「
施
入
覚
」（『
朝
夕

回
向
永
代
祠
堂
法
名
記
』
所
収
）
に
は

　
　
黙
宗
代
祠
堂
金
施
入
覚
　
寛
政
三
辛
　
　
亥
年

四
月
十
一
日
晋
山
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八
月
廿
六
日

　
　
一
　
文
金
壹
両
　
爲
本
室
玅
旨
信
女
　
名
府
傳
馬
町
疊
屋

源
四
郎
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

廿
六
日

　
　
一
　
南
鐐
壹
片
　
爲
空
心
禅
定
門
　
同
　
　
　
　
　
　
　

源
四
郎
母
之
父
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

八
日

　
　
一
　
文
金
貮
分
　
爲
入
法
了
覺
信
士
　
横
井
村

圓
七
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

八
日

　
　
一
　
文
金
壹
分
　
爲
好
雪
童
女
　
打
出
村

□
□
□

　
　
一
　
文
金
壹
分
　
爲
諸
亡
者
　
　
　
名
府
巾
下

坂
野
甚
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
亡
者
十
九
日
之
所
ニ
志
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

三
月
八
日

　
　
一
　
文
金
壹
分
　
爲
花
顔
妙
香
信
女
　
打
出
村

彦
八
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

十
五
日

　
　
一
　
文
金
貮
両
　
爲
仙
岳
良
慧
居
士
　
七
友
野

林
吉
内

　
　
一
　
文
金
壹
分
　
爲
梅
讃
童
女
慈
雲
童
女

玅
壽
童
女
穐
峯
童
子
　
打
出
村
　

西
垣
平
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

四
日

　
　
一
　
青
銅
五
拾
疋
　
爲
禪
外
別
宗
居
士
　
七
友
野
　
　

市
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

廿
三
日

　
　
一
　
文
金
貮
分
　
爲
頓
覚
禪
了
信
士
　
下
一
□

半
六
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

廿
七
日

　
　
一
　
青
銅
五
拾
疋
　
爲
貞
林
浄
心
大
姉
　
茶
屋
新
田

傳
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

廿
七
日

　
　
一
　
文
金
壹
分
　
爲
雪
光
童
女
　
名
府
巾
下
　

坂
野
甚
助
絲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

十
四
日

　
　
一
　
文
金
壹
分
　
爲
一
法
貞
心
法
尼
　
下
一
色
村

安
藏
ヲ
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

十
三
日

　
　
一
　
文
金
壹
分
　
爲
清
屋
自
浄
信
士
　
打
出
村

仲
七
事

　
　  

外
ニ
文
金
貮
両
二
分
當
村
之
内
田
地
而
一
石
二
斗
五
歩
目
上
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

二
日

　
　
一
　
文
金
壹
分
　
爲
一
柏
笑
山
居
士
　
名
古
屋
　
　

西
河
源
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
六
日

　
　
一
　
文
金
壹
両
貮
分
　
爲
長
山
榮
昌
信
士
　
茶
屋
新
田

慈
岳
玅
榮
信
女
　
彌
八
兩
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
日

　
　
一
　
文
金
貮
分
　
爲
本
然
了
躰
信
士 

五
日 

茶
屋
新
田
久
右
衛
門

　
　
一
　
文
金
貮
分
二
朱
　
爲
大
安
明
道
信
士 

二
日 

下
一
色
村
賢
了
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

寛
政
十
午
年
七
月
廿
二
日

　
　
一
　
青
銅
三
拾
疋
　
爲
霊
覚
智
玅
禅
尼
　
打
出
村
忠
助
母
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二
十
五
日

　
　
一
　
文
金
壹
両
　
榮
屋
久
盛
童
子

了
夢
禅
童
女

　
打
出
村
市
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
當
村
之
内
施
主
ヨ
リ
田
地
ニ
而
上
ル
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

八
月
十
四
日

　
　
一
　
文
金
壹
両
　
戒
室
妙
受
大
姉
　
坂
野
甚
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

十
月
四
日

　
　
一
　
文
金
壹
両
　
桂
屋
智
月
信
女
　
古
茶
屋
忠
岳
衛
内

　
　
一
　
文
金
貮
両
　
大
栄
妙
壽
大
姉
　
坂
野
甚
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

七
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

十
月
廿
九
日

　
　
一
　
文
金
壹
両
　
現
中
端
成
信
士
　
七
反
野
新
六

　
　
一
　
文
金
壹
両
　
本
然
了
躰
信
士 

二
日 

蟹
江
忠
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
日

　
　
一
　
文
金
壹
両
二
分
　
正
好
活
眼
居
士
　
打
出
市
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

當
村
内
田
地
ニ
而
施
主
ヨ
リ
上
ル

　
　
一
　
文
金
壱
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
當
村
久
田
春
澤
郎

　
　
一
　
文
金
壱
分
貮
朱
　
泰
岳
了
春
信
女
　
十
六
日
　
七
反
野
只
助

　
　
一
　
文
金
壱
了
也
　
傳
心
知
誰
大
姉
　
五
日
　
巾
下
坂
野
甚
内

　
　
一
　
同
壱
両
也
　
泰
然
妙
安
信
女
　
九
日
　
大
當
良
村
新
岳
衛
母

　
　
一
　
爲
一
外
全
心
信
士
　
七
日
　
七
反
野
清
八

　
　
　
　
　
　
銀
貮
朱

　
　
一
　
金
壹
分
自
聞
良
参
信
士
　
九
月
二
日
　
打
出
久
右
衛
門

と
あ
り
、
約
十
二
年
間
の
住
持
中
の
祠
堂
金
で
あ
る
。

　
享
和
二
年
五
月
に
は
、
黙
宗
が
四
世
淳
長
よ
り
伽
藍
法
を
伝
授
さ

れ
て
お
り
、
別
の
嗣
書
に
は
「
前
大
運
五
世
國
雄
」
よ
り
「
現
住
大

運
要
山
黙
宗
」
へ
伽
藍
法
が
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
大
運
寺
時
代
の
文

化
四
年
（
一
八
〇
七
）
二
月
に
は
鐘
樓
堂
を
建
立
し
て
お
り
、
そ
の

棟
札
に
は
、

　
　
　
　
　
文
化
四
歳
丁
卯

　
　
奉
建
立
鐘
樓
堂
一
宇
山
門
繁
昌
祈
攸

　
　
　
　
　
二
月
吉
祥
日

と
あ
る
。
同
六
年
（
一
八
〇
九
）
二
月
に
は
「
日
牌
帳
」
を
新
添

し
、
同
八
年
（
一
八
一
一
）
十
二
月
に
は
、
龍
潭
寺
住
持
中
に
受
け

た
祠
堂
地
所
の
寄
附
に
つ
い
て
「
差
出
シ
申
證
文
之
事
」
を
龍
潭
寺

へ
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、

花
香
浄
蓮
童
子
十
六
日

戒
屋
玅
珠
童
女
二
十
日

一
指
覺
了
童
子
廿
二
日

孤
月
了
圓
童
子
十
三
日
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差
出
シ
申
證
文
之
事

　
　
拙
僧
龍
潭
寺
住
職
之
節
其
方
御
先
祖
ゟ
甚
兵
衛
新
田
之
内
に
て

御
祠
堂
地
所
御
寄
附
有
之
候
処
野
田
村
近
隣
之
村
方
に
て
模
寄

之
地
所
と
振
替
相
求
置
申
度
存
念
に
付
其
段
御
申
談
之
上
右
地

所
売
払
之
下
金
子
弐
拾
三
両
拙
僧
慥
に
請
取
御
預
置
申
候
然
所

其
以
後
都
合
能
地
所
無
之
候
付
右
金
子
當
寺
え
異
転
之
後
も
拙

僧
慥
に
相
預
置
右
之
利
金
龍
潭
寺
え
差
遣
霊
前
御
供
養
不
怠
為

仕
申
候
就
て
は
此
度
右
之
金
子
を
以
施
主
家
模
寄
御
存
念
之
地

所
相
求
置
被
成
度
思
召
に
て
金
子
差
戻
候
様
御
申
有
之
成
程
拙

僧
他
山
仕
無
縁
之
地
に
て
右
金
子
御
預
申
置
候
筋
合
無
之
候
故

直
様
御
差
戻
シ
申
度
候
得
共
右
金
子
利
金
を
以
霊
前
供
養
不
怠

仕
不
申
候
て
は
本
意
相
欠
申
候
に
付
則
他
向
え
貸
附
置
候
付
右

取
立
御
返
却
可
申
候
処
借
主
来
申
之
十
一
月
迄
延
引
仕
候
段
達

て
相
歎
申
候
得
者
何
卒
来
申
十
一
月
迄
拙
寺
え
御
貸
被
下
候
様

奉
願
上
候
右
之
日
限
に
は
右
金
子
を
以
今
般
御
寄
附
之
地
所
請

戻
し
候
て
右
之
日
限
に
は
急
度
御
戻
シ
可
申
候
為
其
證
文
依
て

如
件

　
　
　
　
文
化
八
年
　
　
　
　
　
　
大
運
寺

　
　
　
　
　
未
十
二
月
　
　
　
　
　
　
證
人

　
　
久
平

　
　
本
文
大
運
寺
預
金
之
儀
来
申
之
十
一
月
返
済
之
義
万
々
一
本
文

之
通
り
違
却
之
筋
有
之
候
は
ゝ
私
ゟ
右
之
金
子
急
度
返
済
可
仕

候
若
々
奥
書
相
違
仕
相
滞
候
は
ゝ
我
等
控
地
所
高
四
石
目
□
□

□
五
反
歩
貴
殿
え
御
引
取
可
被
成
候
其
節
毛
頭
違
背
申
間
敷
候

　
　
為
其
御
請
合
申
所
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱
田
新
田
拾
七
番
割
組
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
左
衛
門

と
あ
る
。
な
お
、
同
年
閏
二
月
に
は
客
殿
の
鬼
瓦
に
銘
が
記
さ
れ

た
。
そ
れ
に
は
「
三
州
小
垣
江
村
　
瓦
師
清
水
與
七
、
藤
原
政
重

工
」
と
あ
っ
た
。
こ
の
頃
、
客
殿
の
改
築
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か

不
詳
で
あ
る
。

　
同
九
年
（
一
八
一
二
）
三
月
に
は
大
運
寺
よ
り
切
支
丹
宗
門
僉
議

に
つ
き
、
庄
蔵
と
そ
の
妻
子
な
ど
が
代
々
禅
宗
で
大
運
寺
の
檀
那
で

あ
る
こ
と
の
「
一
札
」
を
尾
張
藩
の
役
人
へ
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に

は
、

　
　
當
申
年
切
支
丹
宗
門
御
僉
議
に
付
庄
蔵
并
妻
子
掛
り
人
共
宗
門

御
改
被
成
候
代
々
禅
宗
に
て
當
寺
旦
那
に
無
紛
勿
論
切
支
丹
宗

門
に
て
無
御
座
候
若
御
法
度
之
宗
門
之
由
附
人
御
座
候
は
ゝ
拙

僧
罷
出
急
度
可
申
披
候
為
其
一
札
如
件
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南
寺
町
禅
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
運
寺

　
　
　
文
化
九
年
申
三
月

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
多
門
治
殿

　
　
　
　
　
　
　
神
谷
弥
五
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
本
間
傳
一
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
村
瀬
八
郎
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
市
岡
藤
太
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
加
藤
豊
太
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
田
崎
吉
太
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
須
加
井
官
一
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
磯
谷
貞
一
郎
殿

と
あ
る
。

　
同
十
一
年
（
一
八
一
四
）
夏
に
は
法
華
会
を
修
し
た
。
そ
の
時
、

白
毫
寺
（
名
古
屋
市
南
区
岩
戸
町
）
十
三
世
の
黄
泉
無
著
が
内
陣
の

柱
の
聯
に
、

　
　
垂
迹
於
招
宝
推
較
大
□
之
願
輪

　
　
現
飢
於
片
岡
奪
却
豊
聴
之
珍
御

　
　
　
文
化
甲
戊
夏
法
華
会
自
恣
日
書
応
素
聴
園
主
人
黄
泉 

印 

印

と
揮
毫
し
て
い
る
。
同
十
三
年
（
一
八
一
六
）
に
は
授
戒
会
を
行

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
月
日
は
不
詳
で
あ
る
。
同
十
四
年
（
一
八
一

七
）
十
一
月
二
十
二
日
に
は
黙
宗
の
母
（
光
巌
妙
融
信
女
）
が
亡
く

な
っ
て
い
る
。

　
文
化
四
年
（
一
八
二
一
）
五
月
八
日
に
は
、
帰
山
良
元
信
士
の
永

代
読
経
回
向
料
と
し
て
金
貮
百
疋
を
納
め
る
こ
と
を
記
し
た
「
祠
堂

財
施
入
事
」
を
施
主
に
出
し
て
い
る
。
十
二
月
に
は
秋
葉
山
秋
葉
寺

（
浜
松
市
天
竜
区
春
野
町
）
よ
り
口
演
（
申
渡
し
書
）
が
出
）
9
（

た
。
そ

れ
に
は
、

　
　
　
　
　
　
口
演

　
　
一
當
山
は
従
　
　
東
照
大
神
君
様
御
直
筆
之
　
御
判
物
頂
戴
仕

候
に
付
、
當
山
え
古
来
ゟ
附
属
之
外
秋
葉
と
名
乗
候
儀
相
許

不
申
候
事

　
　
一
尾
州
宮
宿
圓
通
寺
に
て
秋
葉
宮
開
帳
と
申
建
札
致
し
候
由
に

付
、
法
中
之
好
み
ヲ
以
穏
便
之
沙
汰
に
て
為
相
止
度
役
僧
差

出
、
且
遠
路
之
儀
に
付
名
古
屋
表
護
国
院
様
相
頼
及
掛
合
候

処
、
建
札
は
文
字
相
改
置
何
そ
不
都
合
之
儀
申
居
由
、
仍
て

秋
葉
之
弐
字
其
外
山
法
に
抱

（
マ
マ
）り
候
儀
一
切
不
相
成
旨
掛
合
中

に
御
座
候
事
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一
圓
通
寺
ヲ
當
山
取
次
所
と
被
相
心
得
候
人
々
も
有
之
趣
大
間

違
に
候
、
是
迄
取
次
等
相
頼
候
事
一
切
無
之
、
且
右
寺
當
山

に
因
縁
少
も
無
之
候
事

　
　
一
尾
州
御
表
に
お
ゐ
て
は
當
山
之
御
供
米
取
次
所
之
儀
は
、
名

古
屋
石
切
町
大
運
寺
え
相
頼
置
事

　
　
一
青
物
野
菜
る
い
其
外
品
物
奉
納
取
次
所
之
儀
は
、
重
立
候
講

中
方
并
出
入
之
衆
中
御
座
候
間
、
護
国
院
様
并
に
大
運
寺
様

え
御
問
合
可
被
下
候
　
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
葉
山

　
　
　
　
巳
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
執
事

と
あ
り
、
秋
葉
寺
は
徳
川
大
神
君
様
よ
り
「
秋
葉
」
と
名
乗
る
こ
と

が
許
さ
れ
て
お
り
、
他
寺
は
一
切
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は

秋
葉
信
仰
が
広
ま
る
と
と
も
に
、
秋
葉
寺
と
の
間
で
「
秋
葉
」
の
名

称
の
使
用
を
め
ぐ
る
こ
と
の
対
立
が
生
ま
れ
て
い
た
。
尾
張
の
円
通

寺
（
名
古
屋
市
熱
田
区
神
宮
）
が
秋
葉
宮
開
帳
の
建
札
を
あ
げ
て
い

る
た
め
、
そ
れ
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
し
て
役
僧
を
出
し
た
。
し
か

し
、
遠
路
の
た
め
護
国
院
（
仁
王
山
護
国
院
、
現
在
の
永
平
寺
名
古

屋
別
院
、
名
古
屋
市
東
区
代
官
町
）
へ
頼
み
掛
合
っ
て
い
る
。
ま

た
、
円
通
寺
を
秋
葉
寺
の
取
次
所
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
が
、
そ

れ
は
大
間
違
い
で
、
秋
葉
寺
か
ら
は
頼
ん
で
お
ら
ず
関
係
の
な
い
こ

と
を
い
っ
て
い
る
。
尾
張
の
御
供
米
取
次
所
は
大
運
寺
へ
頼
ん
で
お

り
、
そ
の
他
の
青
物
野
菜
な
ど
の
取
次
も
護
国
院
か
大
運
寺
へ
問
合

せ
す
る
よ
う
申
渡
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
大
運
寺
は
秋

葉
殿
が
あ
り
、
三
尺
坊
を
祀
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
同
六
年
（
一
八
二
三
）
に
は
典
座
寮
の
北
側
の
三
畳
分
を
建
立
し

て
お
り
、
九
月
七
日
に
は
俊
芳
大
霊
に
伝
法
し
た
。
な
お
、
黙
宗
は

生
前
中
に
弟
子
を
亡
く
し
て
い
る
。
龍
潭
寺
及
び
大
運
寺
の
「
過
去

帳
」
に
よ
れ
ば
、
大
雲
黙
仙
首
座
（
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
九
月

朔
日
示
寂
、
一
説
・
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
九
月
一
日
示
寂
）

祥
山
凌
雲
和
尚
（
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
五
月
十
四
日
示
寂
）
仏

智
義
宗
首
座
（
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
七
月
二
十
日
示
寂
）
ら
が

お
り
、
黙
宗
の
遷
化
後
は
黙
翁
魯
恭
和
尚
（
天
保
五
年
（
一
八
三

四
）
三
月
十
四
日
示
寂
）
が
い
た
。
そ
し
て
翌
七
年
（
一
八
二
四
）

八
月
十
二
日
に
世
寿
六
十
六
歳
で
示
寂
し
て
い
る
。

（
１
） 

林
董
一
『
名
古
屋
商
人
史
』（
昭
和
四
十
一
年
七
月
　
中
部
経
済

新
聞
社
）
一
二
五
頁
以
下
に
あ
げ
て
い
る
。

（
２
） 
『
名
古
屋
市
史
』
社
寺
編
（
大
正
四
年
七
月
　
名
古
屋
市
役
所
）
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六
〇
一
頁
の
大
運
寺
項
の
吉
田
清
左
衛
門
は
登
陽
軒
泰
雲
素
栄
居
士
と

な
っ
て
い
る
が
、
大
運
院
泰
安
素
道
庵
主
の
誤
り
で
あ
る
。

（
３
） 
「
差
出
申
一
札
之
事
」
は
正
眼
寺
文
書
第
二
九
一
四
号
で
あ
る
。

（
４
） 

臥
山
静
高
は
長
栄
寺
十
一
世
、
大
光
院
十
九
世
、
万
松
寺
二
十
四

世
で
、
伝
記
は
『
名
古
屋
市
史
』
人
物
編
第
二
（
昭
和
九
年
五
月
　
名

古
屋
市
役
所
）
五
七
三
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
５
） 

法
輪
院
の
肖
像
画
は
伊
奈
一
弘
氏
（
名
古
屋
市
西
区
城
北
町
三

－

一
〇
一
）
が
所
蔵
し
て
い
る
。

（
６
） 

國
雄
の
聯
は
現
在
、
開
山
堂
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
旧
伽
藍
で

は
ど
こ
に
か
け
ら
れ
て
い
た
か
不
詳
で
あ
る
。
ま
た
黄
泉
無
著
揮
毫
の

内
陣
の
柱
の
聯
も
以
前
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
所
は
不
明
で
あ
る
。

（
７
） 

頓
翁
碓
悟
の
語
録
で
あ
る
『
松
山
稿
雑
録
』（
大
府
市
長
草
町
・

地
蔵
寺
所
蔵
）
に
よ
る
。

（
８
） 

本
亮
院
に
つ
い
て
は
『
日
進
町
誌
』
本
文
編
（
昭
和
五
十
八
年
三

月
　
日
進
町
役
場
）
四
四
四
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
９
） 

秋
葉
山
秋
葉
寺
よ
り
の
口
演
（
申
渡
し
書
）
は
『
愛
知
県
史
』
資

料
編
15
近
世
１
　
名
古
屋
・
熱
田
（
平
成
二
十
六
年
三
月
　
愛
知
県
）

四
六
五
頁
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

四
、
大
運
寺
と
風
外
本
高

　
六
世
俊
芳
大
霊
は
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
九
月
七
日
に
黙
宗
よ

り
伝
法
し
た
。
そ
の
後
、
同
八
年
（
一
八
二
五
）
十
一
月
一
日
に
は

黙
宗
よ
り
伽
藍
法
を
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
同
十
一
年
（
一
八
二
八
）

二
月
一
日
よ
り
四
月
一
日
ま
で
は
秋
葉
寺
（
浜
松
市
天
竜
区
春
野

町
）
の
御
開
帳
に
あ
た
り
、
秋
葉
寺
の
銅
瓦
の
寄
進
を
願
っ
て
い

る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
十
二
月
に
申

渡
さ
れ
た
口
演
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
大
運
寺
は
尾
張
の

御
供
米
取
次
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
「
銅
瓦
寄
進
帳
」
が
出
さ

れ
、
そ
れ
に
は
、

　
　
　
　
　
銅
瓦
寄
進
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
州

　
　
秋
葉
山
知
事

　
　
　
　
　
尾
州
名
古
屋
石
切
町

　
　
御
供
米
取
次
所
　
　
　
　
大
運
寺

　
　
一
銅
瓦
壱
枚
に
付
　
代
六
匁
ツ
ヽ

　
　
　
右
銅
瓦
五
枚
以
上
奉
納
之
御
方
え
は

　
　
　
御
前
直
筆
の
火
の
用
心
進
申
候

　
　
　
勧
物
等
の
儀
は
御
登
山
の
節
御
持
参

　
　
　
可
被
下
候

と
あ
り
、
銅
瓦
五
枚
以
上
の
奉
納
者
へ
は
秋
葉
寺
住
持
直
筆
の
「
火
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の
用
心
」
を
進
呈
す
る
と
い
う
。

　
同
十
二
年
（
一
八
二
九
）
七
月
に
は
、
十
六
護
法
善
神
像
（
表
装

平
野
喜
兵
衛
貞
良
寄
附
之
、
来
紙
寄
附
大
霊
、
表
装
山
月
堂
工
）
を

什
物
と
し
た
。
ま
た
、
同
十
三
年
（
天
保
元
年
・
一
八
三
〇
）
十
二

月
に
は
、
典
座
寮
の
椀
五
十
人
前
を
川
向
の
五
家
が
寄
附
し
て
お

り
、
翌
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
は
、
本
堂
前
と
尋
盛
寺
（
現

在
・
名
古
屋
市
千
種
区
城
山
新
町
）
と
の
境
に
高
壁
を
長
さ
二
十
五

間
建
て
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
五
年
（
一
八
三
四
）
十
一
月
に
大
霊

は
黙
耕
霊
庵
上
座
へ
伝
法
し
た
。

　
同
八
年
（
一
八
三
七
）
は
大
運
寺
で
雨
安
居
、
冬
安
居
の
結
制
が

修
行
さ
れ
た
。
そ
の
助
化
師
（
西
堂
）
に
は
、
香
積
寺
（
豊
田
市
足

助
町
）
の
風
外
本
高
が
請
さ
れ
て
お
り
、
十
一
月
十
日
に
行
わ
れ
た

尸
羅
会
の
登
壇
で
、
黙
耕
霊
庵
上
座
が
菩
薩
戒
血
脈
を
授
与
さ
れ
て

い
る
。
当
時
の
風
外
は
随
身
の
無
関
禅
透
ら
の
請
に
よ
り
、
洞
仙
寺

（
名
古
屋
市
中
区
伊
勢
山
）
や
観
音
寺
（
名
古
屋
市
西
区
児
玉
町
）

で
『
碧
巌
録
』
を
提
唱
し
て
い
た
。
大
霊
も
聴
講
し
て
い
た
か
と
思

わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
縁
か
ら
風
外
を
西
堂
に
請
し
た
か
の
詳
し

い
こ
と
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
風
外
は
十
月
に
、
大
運
寺
の
結
制
の
盛
徳
に
祝
賀
を
贈
っ
た
。
本

資
料
は
平
成
二
十
七
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
「
出
雲
の
風
外
さ
ん
」

展
で
初
め
て
公
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
、

　
　
丁
酉
春
夏
之
飢
饉
天
下
之
所
苦
也
、
獨
有
我
大
運
霊
公
禅
師
、

不
屈
志
夏
大
会
焉
。
冬
結
制
焉
、
安
也
亦
不
為
不
多
而
偶
遭
秋

田
大
熟
得
二
輪
相
轉
、
誰
敢
無
感
其
積
善
之
應
本
高
執
役
西

堂
、
歓
喜
易
自
勝
遂
呈
一
偈
以
奉
賀
其
盛
徳
云
爾
。
　
逢
飢
饉

歳
不
愁
貧
、
雨
雪
安
居
轉
法
輪
、
穀
大
熟
兮
開
大
運
、
霊
臺
愈

見
徳
光
新
。

　
　
　
天
保
八
年
丁
酉
孟
冬
　
　
　
　
　
　
　
香
積
風
外
九
拝
稿

と
あ
り
、
天
保
八
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
飢
饉
で
大
変
な
時

期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
霊
の
志
は
屈
せ
ず
に
、
雨
安
居
の
大

会
、
冬
安
居
の
結
制
を
無
事
に
務
め
て
お
り
、
そ
の
苦
労
を
偲
び

祝
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
時
は
飢
饉
で
、
特
に
前
年

の
七
年
春
に
は
、
天
候
が
不
順
で
あ
り
、
晴
天
は
続
か
ず
に
雨
の
日

が
多
か
っ
た
。
八
月
ま
で
雨
が
降
り
、
曇
天
の
日
が
多
く
、
土
用
に

な
っ
て
も
寒
さ
が
感
じ
ら
れ
る
日
が
続
い
た
。
そ
の
た
め
稲
の
育
ち

は
悪
く
凶
作
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
こ
に
大
暴
風
雨
が
襲
っ
て
お

り
、
損
害
は
大
き
か
っ
た
。
米
価
も
暴
騰
し
、
そ
れ
に
苦
し
む
農
民
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に
よ
る
一
揆
も
勃
発
し
て
い
）
1
（
た
。
な
お
、
三
月
二
十
九
日
に
は
中
興

開
基
の
法
輪
院
（
吉
田
清
左
衛
門
）
の
次
男
で
、
出
家
し
て
護
国
院

（
現
在
の
永
平
寺
名
古
屋
別
院
）
二
世
黙
室
良
要
の
法
嗣
で
あ
っ
た

霊
樹
貞
山
和
尚
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
西
堂
寮
に
い
た
風
外
は
、
そ

の
示
寂
を
知
っ
て
追
悼
の
偈
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

　
　
貞
山
和
尚
者
　
黙
室
禅
師
之
神
足
最
霊
利
漢
也
　
近
遊
京
師
頗

勤
於
照
心
以
為
叢
林
又
得
一
大
樹
哀
哉
　
茲
年
丁
酉
春
病
而
歸

金
城
以
三
月
二
十
九
日
寂
焉
　
可
謂
可
惜
也
　
已
及
埋
遺
骸
於

大
運
寺
塔
園
也
　
偶
逢
余
留
錫
干
西
堂
寮
而
以
其
為
舊
　
相
識

應
請
得
執
之
钁
子
迺
説
偈
云

　
　
不
愛
洛
陽
春
邑
好
籃
輿
　
得
二
忽
還
郷
還
郷
一
曲
　
無
人
會
更

向
那
邊
便
獨
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
積
風
外
老
衲
應
覓
書

と
あ
り
、
風
外
の
語
録
の
『
烏
鵲
樓
高
閑
録
』
に
も
、

　
　
　
　
寄
貞
山
長
老
在
京
師

　
　
金
鱗
城
外
知
音
少 

金
鱗
城
外
　
知
音
少
な
り

　
　
行
路
無
㍼人
相
與
携
㍽ 

行
路
　
人
の
相
い
と
も
に
携
う
る
な
し

　
　
霜
氣
頻
催
秋
日
暮 

霜
気
頻
り
に
催
す
　
秋
日
の
暮

　
　
爲
㍾君
遙
望
白
雲
西 

君
が
為
に
遥
に
望
む
　
白
雲
の
西

と
、
絶
句
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
旧
知
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
西
堂
寮
に
い
た
風
外
は
、
十
二
月
に
『
便
吟
證
道
歌
』
の
序
を

記
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
時
は
『
證
道
歌
』
の
訓
み
が
乱
れ
て

お
り
、
風
外
は
善
本
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
随
身
の
無
関

禅
透
が
施
財
を
出
し
た
た
め
、
唱
え
や
す
い
小
型
本
と
し
て
『
便
吟

證
道
歌
』
を
刊
行
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
漢
語
に
返
点

な
ど
を
付
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
十
二
月
八
日
に

は
、
出
山
釈
迦
図
を
書
写
し
賛
を
付
し
た
。
賛
は
、

　
　
萬
劫
千
生
三
有
夢
、
一
朝
警
覚
出
山
来
、
同
時
成
道
未
歌
了
、

笑
殺
路
傍
寒
岸
梅
。

　
　
　
丁
酉
臘
八
慎
寫
於
大
運
精
舎
西
堂
　
香
積
風
外

と
あ
る
。
風
外
の
出
山
釈
迦
図
は
そ
の
他
に
も
み
え
）
2
（

る
が
、
大
運
寺

に
は
こ
の
出
山
釈
迦
図
の
原
図
と
思
わ
れ
る
軸
を
所
蔵
し
て
い
る
。

ま
っ
た
く
同
じ
ス
タ
イ
ル
の
釈
迦
図
で
、
右
下
部
分
に
は
、

　
　
歳
在
丁
巳
晩
穐
之
日
　
透
外
居
士
春
鶴
謹
冩 

印 

印 

と
、
書
写
し
た
人
や
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。
干
支
の
「
丁
巳
」

か
ら
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
九
月
に
浮
世
絵
師
の
勝
川
春
鶴
が
書

写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。
春
鶴
の
生
没
年
次
は
不
詳
で
あ
る
が
、

勝
川
春
艶
と
同
様
に
寛
政
期
に
活
躍
し
て
い
た
）
3
（
人
で
あ
る
。
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な
お
、
大
運
寺
に
は
風
外
が
跋
文
を
記
し
た
『
観
音
普
門
品
』
を

所
蔵
す
る
。
こ
れ
は
香
積
寺
の
開
基
で
、
足
助
藩
主
で
あ
っ
た
本
多

家
の
本
多
対
馬
守
忠
興
が
、
天
保
五
年
に
駿
府
城
を
警
護
す
る
駿
府

加
番
に
任
じ
ら
れ
た
た
め
、
先
祖
の
追
福
と
本
多
家
の
武
運
長
久
を

祈
願
し
て
風
外
に
奥
書
を
頼
み
印
施
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
大
運
寺
は
、
天
保
八
年
の
結
制
に
風
外
本
高
を
西
堂

に
招
い
た
が
、
風
外
の
研
究
の
最
初
で
あ
る
藤
本
黙
仙
『
風
外
』

（
昭
和
二
十
四
年
六
月
　
大
蔵
出
版
株
式
会
社
）
の
「
風
外
本
高
禅

師
年
譜
」
で
は
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
春
に
「
名
古
屋
大
運
寺

の
結
制
に
応
請
」
と
あ
り
、
天
保
八
年
の
項
に
は
「
香
積
寺
に
九
十

餘
員
の
雲
衲
と
枯
淡
に
甘
ん
じ
て
参
禅
学
道
す
」
と
あ
る
だ
け
で
、

一
年
の
ず
れ
が
み
え
る
。
そ
れ
は
同
書
が
昭
和
六
十
二
年
に
改
訂
版

（
昭
和
六
十
二
年
三
月
　
風
外
発
刊
委
員
会
）
が
出
さ
れ
、
そ
の
口

絵
に
風
外
が
揮
毫
し
た
「
示
衆
於
大
運
寺
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。
末
尾

に
「
戊
戌
臘
八
静
坐
中
示
衆
　
　
西
堂
　
風
外
老
衲
」
と
あ
り
、
西

堂
を
務
め
た
風
外
が
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
干
支
は
「
戊
戌
」
と

あ
り
、
天
保
九
年
で
あ
る
。
天
保
九
年
は
正
法
寺
（
あ
ま
市
上
萱

津
）
の
冬
安
居
結
制
で
、
そ
の
西
堂
に
招
請
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
口
絵
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
「
示
衆
於
大
運
寺
」
は
誤
り
で
、
正
法

寺
で
の
示
衆
が
正
し
い
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
展
覧
会
で
の
図
録
は

藤
本
氏
の
誤
説
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
お
）
4
（
り
、
平
成
二
十
七
年
十

月
に
開
催
さ
れ
た
「
出
雲
の
風
外
さ
ん
」
展
で
、
雲
南
市
木
次
町
の

洞
光
寺
に
所
蔵
す
る
「
大
運
寺
安
居
　
応
量
器
図
」
が
新
し
く
見
出

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
大
運
寺
の
結
制
は
天
保
八
年
で
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
そ
の
図
録
に
所

収
し
て
い
る
「
風
外
本
高
略
年
譜
」
で
も
旧
説
の
天
保
九
年
の
ま
ま

で
あ
っ
た
。

　
同
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
一
月
十
三
日
に
法
輪
院
（
吉
田
清
左

衛
門
）
の
長
男
で
あ
る
華
岳
良
瑞
居
士
が
亡
く
な
っ
た
。
文
化
五
年

（
一
八
〇
八
）
に
は
二
三
〇
両
を
尾
張
藩
の
御
用
金
と
し
て
納
入
し

て
お
り
、
陶
磁
器
の
御
蔵
元
と
し
て
全
盛
期
の
頃
で
あ
っ
た
ろ
う
。

そ
の
た
め
居
士
の
肖
像
画
に
大
霊
が
賛
を
贈
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
あ

げ
る
と
、

　
　
不
待
威
音
空
知
春

　
　
雨
晴
良
瑞
綻
華
唇

　
　
毘
嵐
一
夜
忽
吹
倒

　
　
大
地
茫
茫
落
葉
頻

　
　
　
　
　
　
　
法
輪
山
主
人
大
霊
録
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と
あ
る
。
同
十
五
年
（
一
八
四
四
）
に
は
正
月
六
日
に
弟
子
の
獅
狛

大
英
首
座
が
示
寂
し
て
お
り
、
二
月
二
十
一
日
に
は
豊
隨
大
年
に
伝

法
し
た
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
七
月
五
日
に
は
弟
子
の
同
志
泰

交
和
尚
が
示
寂
し
た
。「
過
去
帳
」
に
は
「
濃
州
高
畑
萬
久
寺
而

死
」
と
あ
り
、
兄
弟
弟
子
の
豊
隨
大
年
が
住
持
し
て
い
た
萬
久
寺

（
岐
阜
県
加
茂
郡
富
加
町
）
で
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
過
去

帳
」
に
よ
り
示
寂
年
次
が
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
と
記
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
た
だ
し
、
萬
久
寺
の
歴
住
世
代
に
は
入
っ
て
い
な

い
。

　
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
は
、
六
月
十
一
日
に
弟
子
の
鉉
州
大

鼎
上
座
が
示
寂
し
て
お
り
、
八
月
に
は
十
六
羅
漢
画
像
（
十
六
軸
）、

釈
迦
、
文
殊
、
普
賢
画
像
（
三
軸
）
を
所
蔵
す
る
こ
と
に
な
り
、
十

六
羅
漢
像
は
秋
葉
寺
四
十
一
世
の
任
柱
泰
礎
に
よ
っ
て
点
眼
さ
れ

た
。
そ
し
て
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
二
月
二
十
一
日
に
、
大
霊
は

大
年
へ
伽
藍
法
を
伝
授
し
た
。
お
そ
ら
く
大
年
は
こ
の
年
に
大
運
寺

七
世
に
就
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
萬
久
寺
十
二
世
か
ら
転
住
し

た
の
で
あ
っ
た
。
萬
久
寺
は
九
世
龍
山
仙
霊
（
天
保
三
年
（
一
八
三

二
）
閏
十
一
月
十
八
日
示
寂
）
が
龍
潭
寺
十
四
世
、
十
世
貫
道
全
中

（
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
十
二
月
十
五
日
示
寂
）
は
妙
覚
寺

（
名
古
屋
市
熱
田
区
白
鳥
）
六
世
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
同
法
系
の
法

類
寺
院
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
年
の
行
歴
は
不
詳
で
あ
り
、
安
政

七
年
（
一
八
六
〇
）
二
月
二
十
四
日
に
弟
子
の
堪
應
大
忍
上
座
が
示

寂
し
、
大
年
も
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
六
月
六
日
に
示
寂
し
た
。

　
そ
の
頃
、
八
世
に
就
い
た
黙
耕
霊
庵
は
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）

に
宝
林
寺
（
各
務
原
市
下
切
町
）
の
智
燈
の
冬
安
居
結
制
で
首
座
を

務
め
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
宝
林
寺
歴
住
世
代
に
は
智
燈
に
該

当
す
る
人
が
い
な
）
5
（

い
。文
久
三
年（
一
八
六
三
）五
月
十
八
日
に
は
六

世
俊
芳
大
霊
が
示
寂
し
て
い
る
。
慶
応
元
年（
一
八
六
五
）八
月
に

は
、
翌
年
二
月
二
十
五
日
に
大
運
寺
で
開
か
れ
る
詩
歌
連
俳
書
画
会

へ
の
出
品
募
集
案
内
が
出
た
。
会
主
は
中
興
開
基
吉
田
家
の
末
裔
で

あ
る
平
野
泥
江
で
あ
っ
た
。
泥
江
は
本
名
を
為
蔵
と
い
い
、
山
本
梅

逸
に
画
を
学
び
墨
竹
の
大
家
で
あ
っ
た
。そ
の
募
集
案
内
を
み
る
と
、

　
　
詩
歌
連
誹
書
画
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
主
　
平
野
泥
江

男
　
西
江

　
　
　
　
補
　
助
　
　
海
内
四
方
諸
名
彦

於
尾
張
名
古
屋

南
寺
町
大
運
寺

丙
寅
二
月
廿
五
日

不
論
晴
雨
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治
世
之
有
文
華
猶
銀
椀
盛
雪
不
足
尚
也
已
當
夫
血
才
汗
馬
之
日
乃

右
文
教
是
漆
桶
生
華
者
候
泥
江
翁
今
得
有
翰
筆
之
挙
嗚
吁
時
哉

　
　
慶
応
紀
元
陽
復
月
　
鐵
山
小
原
寛
識 

印

道
學
先
生
気
絶
倫
妙
在
顫
脱
爛
頭
巾
文
章
博
士
才
罕
匹
要
當
提
起

大
手
茟
将
門
之
将
武
門
武
猶
歌
舞
家
於
歌
舞
飲
徒
博
徒
禅
学
徒
詞

章
徒
各
有
形
模
劉
伯
倫
以
天
為
幕
□
彦
道
喝
雉
為
廬
王
維
摩
詰
李

商
隠
語
不
渉
禅
無
詩
無
詩
理
禅
理
同
一
趣
也
宜
推
及
画
工
夫
挙
世

仍
多
□
薄
徒
是
南
非
北
論
区
区
水
墨
赭
墨
参
其
妙
何
択
倪
黄
与
米

蘇
我
聞
蘇
竹
来
書
法
米
家
山
亦
淂
之
書
書
法
画
法
同
一
理
末
学
之

弊
紫
奪
朱
二
李
宗
派
誰
㳂
洄
郭
熈
馬
袁
趙
伯
駒
南
宗
温
雅
其
弊
薄

北
宗
剛
直
其
弊
粗
誰
承
二
弊
能
抜
俗
画
家
禅
亦
堕
野
狐
譬
之
論
詩

兮
唐
宋
巌
羽
偏
見
招
聚
訟
独
有
荊
関
与
沈
文
捏
南
北
宗
為
一
丸
泥

江
老
子
善
墨
竹
夙
有
天
下
絶
倫
目
将
門
武
門
徴
一
揮
賤
如
歌
者
蔵

一
幅
時
際
右
文
張
雅
筵
募
他
書
画
供
展
観
博
士
先
生
衆
徒
弟
満
天

下
不
乏
其
人
嗚
呼
満
天
下
不
乏
其
人

　
　
乙
丑
至
日
　
春
濤
森
魯
直
作
詞 

印 

印 

竹
外
野
邨
叙
書 
印

　
　
予
夙
有
墨
竹
癖
酔
揮
醒
写
楽
以
忘
憂
嗜
好
之
甚
所
知
世
間
四

方
麕
至
誅
求
不
己
乃
挟
焉
淂
以
優
遊
於
文
雅
諸
賢
之
際
矣
嗚

乎
令
大
平
余
沢
哉
安
淂
不
思
涓
埃
之
報
乎
乃
欲
以
丙
寅
二
月

廿
五
日
設
一
大
会
於
城
南
精
舎
以
鳴
太
平
盛
事
焉
伏
乞
海
内

諸
賢
鍾
楷
懐
艸
蘇
竹
米
山
各
逞
其
所
長
相
投
以
補
助
此
挙
焉

　
　
竊
聞
世
間
或
有
陽
藉
焉
以
陰
射
利
之
徒
矣
予
豈
其
然
抑
令
有

期
予
也
幸
淂
瓊
琚
之
賜
則
待
善
賈
而
沽
之
所
淂
之
貲
必
不
蔵

於
己
欲
奉
諸
神
明
而
祈
国
家
安
寧
以
報
太
平
徳
沢
焉
所
以
有

此
挙
也
海
内
諸
賢
幸
諒
焉

　
　
　
乙
丑
仲
秋
　
会
主
　
尾
張
泥
江
平
野
貞
章
識
謹
白 

印 

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
　
西
江
書 

印

展観集所
京
四
条

洞
院

順
祥
堂
肥
ゼ
ン

長
サ
キ

劉
雲
祥
伊
セ
津

停
雲
舎
チ
タ
郡

大
野

本
屋
利
助
ナ
ゴ
ヤ

本
町

東
壁
堂
ナ
ゴ
ヤ

本
町

揮
雲
堂

同
寺
町

姉
小
路

鳩
居
堂
豊
後

府
内

讃
岐
屋

太
三
郎

駿
府 

ゴ
フ
ク
丁

新
間
雲
屏
三
州
岡
サ
キ

レ
ン
尺
丁

本
屋
文
吉
同

不
朽
堂
同長

者
町

方
聚
堂

大
坂

八
百
ヤ
町

文
麗
堂
加
州
金
沢

堤
町

松
浦
善
助
遠
州

中
泉

栄
壽
堂
三
州

西
尾

開
益
堂
同

慶
雲
堂
同 中

市
バ
町

成
文
堂

江
戸
両
国

魚
ノ
タ
ナ

扇
面
亭
越
後
三
条 

一
ノ
町

扇
屋
七

右
衛
門

三
州
吉
田

本
町

宋
文
堂
イ
セ
桑
名

京
町

橘
屋
長
兵
衛

同五
条
町

橋
左
堂
同長

者
町

豊
原
堂

奥
州
仙
タ
イ

八
マ
ン
丁

高
橋
讃
岐
伊
勢

山
田

清
可
堂
濃
州

大
垣

竹
洲
亭

同　
　

益
ヤ
丁

晩
香
堂
同古

渡
リ

三
松
堂

豊
原
堂
刀

と
あ
）
6
（

る
。
翌
二
年
二
月
二
十
五
日
に
会
は
開
か
れ
た
が
、
展
観
集
所

（
出
品
取
次
）
は
仙
台
、
江
戸
、
京
都
、
大
坂
、
新
潟
、
金
沢
、
長

崎
、
豊
後
府
内
と
全
国
に
広
が
り
、
名
古
屋
城
下
で
は
東
壁
堂
、
不

朽
堂
、
慶
雲
堂
な
ど
の
本
屋
が
集
所
と
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
こ
の

書
画
会
に
つ
い
て
細
野
要
斎
は
、『
感
興
漫
筆
』
三
十
四
に
「
泥
江

は
富
豪
な
る
故
、
金
銭
を
散
じ
て
名
を
求
ん
と
す
。
技
は
中
年
を
過

れ
ど
も
進
ま
ず
、
俳
諧
家
の
而
后
の
党
な
）
7
（
り
」
と
某
人
が
い
っ
て
い



香
樹
院
の
草
創
と
江
戸
期
の
大
運
寺
（
川
口
）

157─　   ─

る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　
九
月
に
は
佐
藤
勘
助
が
手
水
舎
の
「
漱
水
」
と
彫
ら
れ
た
石
を
寄

贈
し
た
。
ま
た
、
同
四
年
（
明
治
元
年
・
一
八
六
八
）
七
月
二
十
五

日
に
は
七
世
豊
隨
大
年
の
弟
子
即
法
大
乗
上
座
が
示
寂
し
て
お
り
、

同
七
年
（
一
八
七
四
）
六
月
二
十
四
日
に
霊
庵
は
示
寂
し
た
。
俗
姓

を
辻
氏
と
称
し
て
お
り
、
荼
毘
式
は
大
導
師
が
法
持
寺
の
白
鳥
鼎

三
、
奠
茶
師
陽
秀
院
、
奠
湯
師
龍
潭
寺
、
鎖
龕
師
松
福
寺
、
起
龕
師

天
寧
寺
（
た
だ
し
代
僧
は
東
連
寺
）
で
あ
っ
た
。

（
１
） 

特
に
風
外
本
高
が
住
持
し
て
い
た
香
積
寺
周
辺
の
飢
饉
の
様
子
は

『
足
助
町
誌
』（
昭
和
五
十
年
四
月
　
愛
知
県
東
加
茂
郡
足
助
町
）
三
一

七
頁
以
下
、『
松
平
町
誌
』（
昭
和
五
十
一
年
一
月
　
豊
田
市
教
育
委
員

会
）
三
一
一
頁
以
下
、『
豊
田
市
史
』
二
巻
近
世
（
昭
和
五
十
六
年
三

月
　
豊
田
市
）
六
五
五
頁
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
天
保
七
年
の
凶
作
と

物
価
暴
騰
に
よ
る
加
茂
一
揆
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

（
２
） 

風
外
の
書
写
し
た
出
山
釈
迦
図
は
厳
王
寺
（
田
原
市
赤
羽
根
町
、

文
政
十
二
年
）、
香
積
寺
（
豊
田
市
足
助
町
、
天
保
四
年
）、
吹
原
弦
彦

氏
蔵
（『
愛
知
県
奉
讃
会
記
念
畫
集
』（
昭
和
九
年
十
二
月
　
釈
尊
降
誕

愛
知
県
奉
讃
会
）
所
収
、
天
保
九
年
）
に
も
所
蔵
す
る
が
、
す
べ
て
絵

図
は
異
な
っ
て
い
る
。

（
３
） 

勝
川
春
鶴
は
、
井
上
和
雄
『
浮
世
絵
師
伝
』（
昭
和
六
年
十
月
　

渡
辺
版
畫
店
）
八
十
九
頁
、
小
野
武
雄

千
葉
山
人 

『
浮
世
絵
の
画
人
伝
』（
昭
和
五

十
六
年
六
月
　
展
望
社
）
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
４
） 

『
風
外
本
高
展
│
│
人
と
画
と
│
│
』（
平
成
二
十
年
一
月
　
豊
田

市
教
育
委
員
会
）、
小
原
智
司
『
三
河
　
風
外
本
高
墨
蹟
集
　
虚
心
坦

懐
』（
平
成
二
十
六
年
六
月
　
思
文
閣
）、『
出
雲
の
風
外
さ
ん
』（
平
成

二
十
七
年
十
月
　
出
雲
文
化
伝
承
館
）
な
ど
の
年
譜
に
踏
襲
さ
れ
て
い

る
。

（
５
） 

智
燈
は
『
曹
洞
宗
岐
阜
県
寺
院
名
鑑
』（
平
成
十
四
年
十
二
月
　

曹
洞
宗
岐
阜
県
宗
務
所
）
三
十
八
頁
の
「
興
聖
山
宝
林
寺
」
項
の
世
代

に
は
い
な
い
。

（
６
） 

募
集
案
内
は
『
愛
知
県
史
』
資
料
編
15
（
平
成
二
十
六
年
三
月

愛
知
県
）
六
九
三
頁
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
７
） 

『
感
興
漫
筆
』
三
十
四
（
昭
和
三
十
七
年
七
月
　『
名
古
屋
叢
書
』

第
二
十
二
巻
　
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
）
一
一
三
頁
に
あ
る
。


